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発刊にあたって

金立南部地区における農業基盤整備事業は平成2年度に始まり、今年度で4年目を

むかえます。同事業に伴う発掘調査は、すでに久富遺跡 （平成2年度）、千布二本黒

木遺跡 （平成3年度）、友貞遺跡〔7区）（平成5年度）の調査を行なって多数の成果

をあげております。 本書は平成4年度に発揺調査を実施した友貞遺跡(1~6区）の

発堀調査報告書であります。

今回の発掘調査地区は水田部に計画されている水路予定地と畑地が地下げされる

計画にある部分にあたります。発掘調査の結果、弥生時代～中世の集落であること

がわかりましたが、調査区が狭溢なため、その全貌を明らかにするには至りません

でした。しかし、それでも弥生時代の掘立柱建物 ・ 古墳時代の土城 • 井戸 ・ 中世の方

形区画溝の一部やその内側に所在する掘立柱建物 • 井戸等を検出し多数の成果を得

ることができました。特に中世の集落は平成5年度に発掘調査を実施した友貞遺跡

7区 （土生島一神代氏の館）との関連を考える上で大変厘要な資科になるものと考え

られます。

これらの資料は佐賀市域の歴史を研究する上で貴重なものであり、この報告書が

郷土の歴史と文化財に対する認識と理解に少しでも役立てば幸いです。

最後になり ましたが、 調査に際しましてご協力いただきました佐賀県農林部、佐

賀県教育委員会、並びに地元の方々に対しまして、心から際くお礼申し上げます。

平成6年3月

佐賀市教育委員会

教育長野口 健



例 舌

1.本書は牒業基盤整備事業に伴い、平成4年度に発揺調査を実施した佐賀市金立町所在の友貞

遺跡(1~6区）の発掘調査報告害である。

2 . 調査は佐賀県農林部委託金 • 国唐補助金を受けて 、 佐賀市教育委員会が実施した 。

3.調査地の所在および規模等は以下のとおり 。

遺跡登録番号 2067 • 3085 • 4027 • 5047 遺跡略号 TBS-1~6 

調 査 地 佐賀市金立町大字千布字友貞 開発面積 310,000 m' 

調査対象面積 3,913 m' 調査実施面積 3,913m' 

調査期間 平成4年8月6日～5年1月7日

4.発掘作業 ・整理作業 ・報告書作成の分担は以下のとおり。

表土除去 株式会社木塚組

空中写真 有限会社 空中写真企画

遺構実測 有限会社 若楠測量設計

遺構個別実測 福田義彦

遺構 ・遺物写真 福田義彦

遺物復元 西首金子 ・柴村悦子

遺物実測 貞包洋子

製図 貞包洋子・

5.調査 ・整理記録および出土迫物 (I種）は、佐賀市文化財賓料館 （佐賀市本庄町大字本庄

で一括保管している。また、出土遺物 (n種）については佐賀市循誘収蔵庫で保管している。

6.本書の執筆 ・編集は福田がこれにあたった。
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凡例

1.遺構については略記号を用いる。調査区毎に連番号をつけ、番号の前に追構分類記号をつ

けた。

SB:掘立柱建物 Is D:溝 I SK:土城 Is E:井戸 IsR:周溝状逍構IP：柱穴等

2.原則として、遺構の測定値はm単位、造物のそれは 単位とした。

3.表示した方位はすべて座標北 (G.N)である。

4.遺物の実測図は基本的に、須恵器の断面を黒塗り 、その他の土器を白ヌキとしている。
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I.序説

1.調査に至る経過

平成4年度の金立南部地区における農業基盤整備事業は3lhaを対象としてその施工が計画

された。これに先立ち、平成3年度の 11月に当該地区の埋蔵文化財確認調査を実施した。調

査は掘削計画にある水路予定地や地下げ計画にある高畑を中心に、任意に試掘坑を設定した。

試掘坑の掘削は機械力及び人力によって行なった。調査の結果、友貞集落の南方の水田部分

と高畑部分を中心に46,830面の及ぶ遺跡の存在を確認した。この調査結果にもとに、佐賀県農

林部、佐賀県文化財課、佐賀市土地改良課、佐賀市教育委貝会の4者で埋蔵文化財の保護に関

する協議を実施した。その結果、水路予定地と裔畑の削平計画にある遺跡部分3,913面の発掘

調査を実施し、記録保存とすることになった。

発堀調査は平成4年8月6日から開始し、5年1月7日で全ての現場作業を終了した。また、

整理作業及び調査報告書作成は、平成 5年4月 12日から平成6年3月にかけて佐賀市文化財

資料館で行なった。

2.調査の組織

調査主体 佐賀市教育委貝会

事務局 佐賀市教育委員会文化課

文化課長

文化課長

課長補佐兼

文化係長

文化係長

文化財係長

事務吏員

同

中野和彦 （平成4年度）

北原学 （平成5年度）

江副勝利 （平成5年度）

野口義通 （平成4年度）

福田義彦 （本調査担当）

増田耕輔 （庶務担当）

西田巌 （試掘担当）

発掘作業員 広瀬八重子・広瀬幸子 ・ 村JI I キクエ•生田美代子 ・ 福田妙子・武富園枝 ・

調査協力

武富サチコ ・ 大林里子•宮崎久枝•平方スミ子・杉町スミ子 ・ 杉町英子 ・

野中 ツタエ ・ 金崎タキヨ • 福田スマ子 ・ 野田富子·

佐賀県教育委員会・佐賀県農林部・中部農林事務所 ・佐賀市土地改良課 ・

金立土地改良区 ・地元各位
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Fig. 1 友貞遺跡周辺主要遺跡分布図 (S= 1/25,000) 

①金立開拓遺跡 ②来迎寺造跡 ③大門西遺跡 ④黒土原遺跡 ⑤東千布遺跡 ⑥大門遺跡
⑦大野原遺跡 ⑧久富遺跡 ⑨千布二本黒木遺跡 ⑩村徳永遺跡 ⑪銚子塚前方後円墳

⑫三郎山遺跡 ⑬西原遺跡 ⑭鈴隈遺跡 ⑮泉三本栗遺跡⑮大日遺跡⑰古村遺跡
⑬原ノ町遺跡 ⑲上和泉遺跡 ⑳立野遺跡 図友貞遺跡
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n.遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置

佐賀市は佐賀県の南東部に広がる佐賀平野のほぽ中央に位笹し、東は神埼郡神埼町・千代田

町 ・佐賀郡諸富町、西は佐賀郡大和町・小城郡三日月町、北は佐賀郡大和町・神埼郡脊振村、

南は佐賀郡東与賀町・川副町と接しており、概観すると南北に長い市域である。

友貞遺跡の所在する金立町は、 市域の北部にあたり、町域の北部が脊振山系に連なる山塊が

所在し、南部がそこから延ぴる低丘陵や水田 ・畑地が広がっている。

友貞遺跡は同町南部の金立町大字千布字友貞にあって、地形的には沖積地との境に近い複合

扇状地に立地している。周辺は水田が広がり、その中に高畑が点在している。現代の開発は

この調査地周辺にはほとんど及んでいないが、地元に聴取した数十年前に高畑の一部を地下

を行なったということであった。発掘調査地区はこのよ うな地区の水田 ・高畑であり 、標裔

は4~5mを測る。高畑の部分は遺構の残存状況も良好であったが、水田部分は地元聴取のと

おり削平がなされていた部分もあった。周辺には平成3年度に発掘調査を実施した千布二本黒

木遺跡や昭和58年度に発掘調査を実施し甕棺墓群を検出した東千布遺跡等がある。

2.歴史的環境

佐賀市域北部は埋蔵文化財の宝庫であり、特に金立 ・久保泉町が所在する脊振山系南麓がそ

の密度が高い。以下Fig.1の遺跡分布図の範囲内で周辺遺跡の様相を概観する。

旧石器時代では、久保泉町の藤付E遺跡で台形石器等の断片的資料が採菜されているのみで

詳しい状況は現在のところ明らかではない。

縄文時代では、金立山南麓周辺で近年発掘調査例が増え、その概要が少しずつ明らかになっ
註1 註2 託3

てきた。金立開拓遺跡で早期・前期 ・後期 ・晩期、来迎寺遺跡で中期 ・後期、大門西遺跡で

は後期 ・晩期の資料が得られている。また、金立町の南部に位置する低湿地遺跡である東名

遺跡では縄文早期の遺物を検出しており、その遺物の重要性だけではなく、縄文時代の海岸

線を研究する上で貨重な遺跡である。

弥生時代になると遺跡占地が南域に及ぴ、遺跡数 ・範囲ともに拡大する。金立町では支石墓
註4 註5 註6

を検出した黒土原遺跡、甕棺茎を検出した東千布遺跡・六本黒木遺跡 ・金立開拓遺跡 ・大門
註7 註8 註9

遺跡、竪穴住居を検出した大野原遺跡 ・久富遺跡、掘立柱建物を検出した干布二本黒木遺跡、

久保泉町では100基以上の支石墓を検出した丸山遺跡、竪穴住居を検出した琵琶原遺跡 ・村
註10

徳永遺跡、掘立柱建物を検出した立野遺跡。村徳永遺跡等がある。
註II

古墳時代では墳墓としては、 4 世紀末の築造と推定される銚子塚前方後円墳 • 6世紀前半の

関行丸前方後円墳をはじめとして、脊振山南麓及びその南部周辺には多数の古墳群が築造さ
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れ、この周辺はさながら古墳のペルト地帯とも言える様相を呈している。その発掘調査は九
註12

州横浙自動車道（現長崎自動車道）建設に伴う発掘調査が大半を占め、西から三郎山逍跡・大
註13 註14

門西遺跡・六本黒木造跡・金立開拓遺跡（以上金立町）、藤付遺跡 ・西原遺跡 ・鈴隈遺跡等（以

上久保泉町）がある。

同時代の集落遺跡については、古墳の調査ほど充実はしていないが、それでも近年その調査
註15

例が増加してきている。西原遺跡 ・泉三本栗遺跡 ・徳永遺跡 ・大野原遺跡等があり 4~5世紀

の竪穴住居を検出している。
註16 註17 註18 it.¥'19 

奈良 • 平安時代では、大日遺跡・古村遺跡・原ノ町遺跡から掘立柱建物、泉三本栗遺跡 ・ 上

和泉遺跡からは井戸 ・土城等や同時代の良好な遺物が出土している。また、平成3年どに発掘

調査を実施した大野原遺跡は、 古代官道の推定地にあたり、道の側溝と考えられる ものを確

認している。
註20 註21

中世以降の遺跡には、立野遺跡 ・本村遺跡 ・徳永遺跡等があり、本村遺跡の調査では一辺40

~70mの方形区画溝を伴う居館跡を、徳永遺跡では一辺100~130mの方形区画溝 （発掘調

査中）を検出した。近年この時代の調査例が増加してきており、佐賀市域の中世の集落 ・居

館の在り方が少しずつ解明されてきている。

註l：高瀕哲郎ほか「大門西遺跡」 佐賀県文化財調査報告書第51裳 佐賀県教育委員会 1980 

註2：蒲原宏行はか「金立開拓遺跡」佐賀県文化財謁査報告書第77集 佐賀県教育委員会 1984 

註3：加藤元信 「来迎寺遺跡」 佐賀市文化財調査報告曾第27集 佐賀市教育委員会 1990 

註4：福田義彦 「毘士原遺跡j 佐賀市文化財調査報告書第19集 佐賀市教育委員会 1987

註5：福田義彦 「東千布遺跡J 佐賀市文化財調査報告書第15菜 佐賀市教育委員会 1985

註6：木下之治 「大門遺跡ー第1次調査ー」 佐賀市文化財調査報告害第8棠 佐賀市教育委員会 1972 

木下之治 「大門遺跡ー第2次調査—J 佐賀市文化財調査報告書第9槃 佐賀市教育委員会 1973 

註7：西田巌 「大野原遺跡J 佐賀市文化財調査報告書第48棠 佐賀市教育委員会 1993

註8：木島慎治 「久富遺踪j 佐賀市文化財調査報告書第39集 佐賀市教育委員会 1992

註9：西田巌 「千布二本罵木遺跡J 佐買市文化財調査報告書第47菓 佐買市教育委員会 1993

註10：木島慎治 「村徳永遺跡—E · F · G · H地区」 佐賀市文化財調査報告書第32集佐賀市教育委員会 1990 

註11：木下之治 「銚子坂」 佐賀市教育委貝会 1976 

註12：田平徳栄ほか 「三郎山遺跳J

註13：日平徳栄はか「西原遺踪J

註14：蒲原宏行 「鈴隈遺踪」

佐賀県文化財調査報告書第 集 佐賀県教育委員会

佐賀県文化財調査報告書第66集 佐賀県教育委員会 1983

佐賀県文化財調査報告書第 棠 佐賀県教育委員会

註15：福田義彦

註16：木島慎治

「泉三本栗遺跡j 佐賀市文化財調査報告書第18集 佐賀市教育委員会 1987

「大B遺跡」佐賀市文化財調査報告書第25集 佐賀市教育委員会 1989
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註17：木島慎治ほか 「輯計紺 • 本甘計併 ， 杓畜が困牟薗寄訂紺 ，村急床が蓄 ， 古村が裕Jい情文傾渭査屠告"28集¢侑積育委員会 ］990

註18：西田巌ほか

註19：福田義彦

註20：福田義彦

註21：前田達男

「ほJ訂〗佑 ，棄高冊〗偕 ， 楳木〗沿・ む宿〗沿 ， 癒宿UJ H扉文化甘調査角告9倍38集佐貫前紋育委月会 1992

「上和泉遺跡J 佐賀市文化財調査報告書第20• 21集佐賀市教育委員会

「立野遺跡・村徳永遺跡J佐賀市文化財調査報告書第26集 佐賀市教育委員会 1989

「本村遺跡ー1• 2区の調査ー」 佐賀市文化財調査報告書第29集 1990 

皿調査の概要

1.調査区設定等の概要

調査地点は水路予定地及び高畑削平予定地であるため、点在することになり 1~6区に分割

されている。1• 5区が畑地、2• 3 • 4 • 6区が水田部分であった。

調査は、機械力による表土掘削から行なった。表土除去後、国土座標を基準に5m方眼に杭

打ちをし、遣構配置図及ぴ全体平面図作成の基準とした。グリッド名はこの方眼杭に任意に

東西方向にアルファベッット、南北方向に算用数字を用い、それが交わる区画をそのグリッ

ド名称と した。（例 A -1グリッド）

遺構の呼称は、その遺構の分類記号の後に算用数字を入れ、連番号とし番号が重複しないよ

うにじている。遺跡の略号はTBSであり 、区毎の表現はTBS-1などとした。

2.調査成果の概要

1~6区に分割されているため、以下その概要を各調査区ごとに述べる。

1区 高畑部分であり、 60~70cmの耕作土 ・堆積土下（暗黒褐色系）に茶褐色系の基盤面

があり 、そこに遺構が掘り込まれている。検出遺構には土城 ・溝 ・小穴がある。調査区が支

線水路予定地で狭控なため溝の全容は不明。検出遺物は土城・溝から中世の土師器等を検出

したが細片が多い。

2区水田部分であり 、幹線 ・支線水路予定地である。調査区はL字状を呈する。遺構は耕

作士下 20~30cm の淡黄褐色（粘質土）の基盤に掘り込まれ、 土城 • 井戸 ・ 溝 ・ 小穴を検出

した。 これらの遺構の中でL字の角にあたる付近で検出した溝は方形区画溝のコーナ一部分

にあたるものと推定されるが、大半が調査区外に当り、現況水田下に保存されている。概観

すると室町時代の出土遺物が主流である。

3区 水田部分である。1• 2区の所在する水田 ・畑地の間には現況水路が所在しているので、

この水路が中世にも所在したものならば3区の遺跡の広がりは別の性格を有するものか。深さ・

基盤面等は 2 区同様であった。 検出遺構には溝 ・ 土堀•井戸 ・ 堀立柱建物 ・ 小穴等がある 。 こ

れらの中で南北方向の大溝と掘立柱建物の軸線がほぽ平行関係にあるので、この溝は集落も

しくは館を囲むものである可能性もある。時期的には室町時代を中心としたものと考える。
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Fig.2 友貞遺跡周辺見取図 (S= 1/2,000) 
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4区 水田部分であり、今回の調査地区では最西端にあたる、この地点の南部と西部には遺

跡がないことが平成3年度と平成4年度の確認調査で明らかになっている。遺跡の端部にあた

っているためか埋土も他地点よりも深く 、基盤層は耕作土下50~70cmに検出した。この地

区は2区から西に延びる支線水路予定地であるため狭溢で細長い調査区となった。主な検出遺

構には、土城 ・掘立柱建物 ・溝 ・小穴がある。時期的には室町時代を中心とするものである。

この地区に接して、地元で「中島」と呼ばれている部分がある。平成5年度調査区の「土生島」

と呼ばれている部分は、中世の館（砦）であったことを考えると、今回の調査地区周辺にも

中世の館が所在していた可能性が高い。

5区 高畑部分であるが、西半部は数十年前宅地であったらしい。埋土は集落に接する南部

が深く 、北部が浅い。その深さは地表下60~80cmを測る。基盤面は黄褐色の若干砂が混在

する粘質土を主体としていた。検出遺構は弥生時代・古墳時代 ・中世の所産であった。弥生

時代のものとしては、1間X1間の掘立柱建物、土城等を検出した。古墳時代の主な検出遺構

には井戸がある。 この中の1基からは亮がほぼ完形の状態で7個体分一括して検出した。中世

の遺構には溝 ・小穴がある。溝は調査区外に及んでおり 、その全体規模 ・性格等は不明。

6区 東西に延びる支線水路予定地である。耕作土下30cmで黄褐色粘土の基盤層に至る。

検出遺構には井戸・士壊 ・溝 ・小穴がある。時期的には室町時代から江戸時代の所産である。

今回の調査区では最も遺構密度が低い地点であったが、調査区中央で検出した幅3m程度の溝

は区画溝である可能性があり、中世集落の占地を考える上で重要なものとなろう。

N．調査の記録ー1区一

1.土墳と出土遺物

調査区南西隅で2基検出した。双方とも楕円形を基調とするものである。

SK006土城 (Fig.3) 

E-2グリッドで検出した。上面の平面形は東西にやや長い楕円形を呈する。掘込み面

中央部で南北1.14m、東西1.57m、深さ0.98mを測る。底面は上面掘込みの面積に比して狭

く起伏がある。壁は細かく湾曲しながら比較的角度をもって立ち上がる。

埋土はセクションの崩壊で図化できなかったが、淡褐色を基調とし下層になるに従い粘質を

増す。出土遺物には土師器があるがほとんど細片であった。

SK007土壊（Fig.4) 

E・F-2グリッドで検出した。上面の平面形は南北に長い楕円形を基調とするものと

考えられるが、南端部が調査区外に及んでいるため確定できない。中心部で南北の検出長2.1
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Fig. 3 SK006土壊
実測図 (S= 1/40) 

1層 ：淡褐色土 （砂まじり）
2層：淡褐色土（粘質土）
3層：淡褐色土（明茶褐色ブロック含む）

Fig. 4 SK007土壊
実測図 (S= 1/40) 

m、東西1.55m、深さ 0.48mを測る。掘り方は2段掘り状であり、掘込み下O.lm付近に平

坦な部分がある。底面は舟底状を呈し壁は比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は3層に分類でき、概観すると下部に向うに従い粘質を増す。出土遺物は土師器皿等を

少量検出したがその大半が細片であった。

SK008士堀 (Fig.5) 

E-1グリッドで検出した。上面の平面形は円形を基調とするものであるが、南北方向にや

や長い。中心部で南北0.66m、東西0.53m、深さ 0.76mを測る。掘り方は2段掘りの様相を

呈し、掘込み下0.6m付近に平坦部分がありほぼ一巡する。この部分が壁方向にやや広がり逍

構浙面は袋状を呈する。底面は狭くわずかな起伏がある。

埋土は基本的には3層に大別でき、 上層から淡黒褐色土・淡褐色土 ・淡黄褐色士となってい

る。出土逍物は他の遺構同様少なく、土師器細片を少量検出した。

2.溝と出土遺物

この調査区では7条検出した。その中で残存状況の良好なものを抽出し以下に記す。断面図

はFig.6、平面図はFig.7を参照のこと。また、出土遺物については僅少であるためまとめて

記述する。
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SDOOl溝

調査区東端から中央部分までほぼ東西方向に延ぴ、そこ

から南折してコーナーをつくる。検出全長約20m、幅0.65m、

深さ0.25~0.35mを測る。SD002・005溝を切っている。

埋士観察はFig.6中のA-B及びC-D間で行ったが淡黒

褐色系の土壌を基調とし 2• 3層に分類できた。出土遺物は

土師器のみであった。比較的残存状況が良好なものも検出し

たが、埋土上層からのものが多い。

SD004溝

調査区東南隅から中央部に向けて直

線的に走る、検出全長14m、幅0.58m、深

さ3mを測る。土層観察を行ったF-Eの

断面は片側2段掘りの様相を呈するが、普

遍的には 1段掘りの溝である。SK009と

SD002を切っている。埋土は淡茶褐色系

を基調ている主な出土造物には土師器皿が

ある。

SD005溝

調査区の東端にあって南北方向に走る溝

である。この溝は浅い2段掘りである。今

回の調査では全長の検出もさることなが

ら、幅さえも不明である。ただ、この溝の

東部にトレンチを設定し幅を確かめるべく

試行したが東端は検出できなかった。しか

し、底面の状況から判断すれば4m程度の

幅を有するものと推定する。深さは最深部

で0.35mを測る。

ー（言

Fig. 5 SK008 
土猥実測屈

(S = 1/40) 

(S0001セクション）
H=4.8Om 

A-□B 

H=4.90m 

゜

1層：淡黒褐色土（砂まじり）

2層 ：暗黒褐色土（粘性・一部

暗茶褐色土）

(SD001セクション）
H=4.8Om 

D~丘看 ；： ： ：：：丘（砂まじり）
3層：茶褐色土 （砂まじり）

(SD004セクション）
H=4.8Om 

F三皇E;:::;:::土
G
 

一
H=4.8Om 

- l H 

＝ー一:::;;;;;;3;;: 
1層：淡茶褐色土（砂まじヽ）
2層：淡黄褐色士 b 1m 
3層：淡茶褐色土

Fig. 6 1区検出溝断面図
(S=l/40) 

友貞遺跡1区出土遺物 (Fig.8) 

1~8まではSDOOl出土遺物。 1・2は土師器杯。 1で口径13.3cm、器高2.3cm、底径6.6cm.

色調は淡褐色を基調とするが、内面の一部に煤が付着している。2は口径12.8cm、器高3.3cm、

底径8.4cm。色調は淡褐色を基調とする。 3は黒色土器A類の碗。底径7.8cm、残存器嵩2.4

cm。4は土師器碗。底径7.9cm、残存器高4.4cm。5は黒色土器A類の碗。底径7.6cm、残
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Fig. 7 友貞遺跡1区遺構配置図 (S= 1/200) 

存器高1.6cm。内面にはヘラミガキが観察できる。6は黒色土器A類の碗。口径15.7cm、器高

6.1cm、底径8.8cm。器面は摩耗が進んでおり調整はナデがわずかに観察できる。7も黒色土器

碗。口径15cm、器高5.4cm。底径8cm。調整はナデ・ヨコナデを基調としている。9はSD002

出土遺物。弥生土器の甕。残存器高3.4cmを測り、色調は褐色を基調としている。10~14はSD004

出土遺物。10は青磁碗。色調は暗灰緑色を基調としている。残存器高は2.4cm。11は土師器杯。

残存器高1.7、底径5cm。底面には糸切り痕を観察できる。色調は淡褐色を基調としている。12

も土師器杯。口径10.6cm、器高3.6cm、底径3.6cm。色調は淡褐色を碁調とする。外面底部に

は糸切り痕がある。13• 14は土師器鍋。13で口径27.2cm残存器高8.8cm。調整は内面ハケ目、

外面ナデを基調としている。14は残存器高9.4cm。調整は13と同じ。色調は淡褐色を基調と

している。 15~17はSD008出土遺物。3個体とも瓦質土器の摺り鉢。15で残存器高4.6cm、16

で残存器高6.9cm、17で口径28.4cm、器高11.2cm、底径10.4cmを測る。調整は摩耗のため

明確ではないが、ヨコナデ・ナデを基調としている。色調は褐色・明褐色を主体としている。18

はSK009出土遺物の杯。口径7.7cm、器裔2.5cm、底径3.9cm。底面外部には糸切り痕がある。

19 ・ 20は1区の表土下層からの出土遺物。19は弥生土器の甕。残存器高7cm。調整はナデ・指

頭圧を基調としている。20は陶器鉢か。残存器高2.5cmを測り、色調は暗緑色 ・を基調として

いる。

-10 -



叉

口
0 
8 

鬱ヽ一

こ

＼
 
三 5

ロニロ
ニ

1~8までSDOOl出土遺物

-u-， =-==『―10 ¥ l  口

10~14までS0004出土遺物

＇口

口` ・ •ヽ9 • • - ~ ` ― 

こ□［口， こ：土遺物20

燻I
17 

1,:;~17主でSD008出土遺物

゜
10cm 

Fig. 8 友貞遺跡1区出土遺物実測図 (S=l/4)
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V. 調査の記録 -2区一

土城•井戸・溝を検出した。 この調査地点は中世集落の縁辺部にあたるものと思われ造構密度

は低い。

1. 土壌と出士遺物

南北方向の幹線水路予定地南半に集中する傾向を見せる。上面の平面形は楕円形・隅丸長方

形・ 不定型等があり、バラエティに富んでいる。 しかし、埋土の状況や出土造物の状況等を

観察すると全体的に似通っており 、その性格は共通しているものかもしれない。遺構の時期

は細片ではあるが中世の土師器を検出したのでこの時代に比定した。

SK107土城 (Fig.9) 

E-10グリッドに所在する。上面の平面形は

東西に長い楕円形を呈する。中心部で東西1.01

m、南北0.65m、深さ 0.27mを測る。底面には

小さな起伏があり、壁は比較的なだらかに立ち

上がる。東端部の段掘りは遺構の切り合い関係

を示すものではない。

埋土は2層に分かれ、淡黒褐色系土を基調とし

ている。出土遺物には弥生土器・須恵器・土師

器等があったが全て細片であった。

蓼 三
Fig. 9 

e
0
9
.
-
1
1
H
 

゜

1層：淡黒褐色土
2層：暗黒褐色土
1m 

SK107土城実測図 （S= 1/40) 

SK108土城 (Fig.10) 

D-10グリッドに所在する。上面の

平面形は東西に長い楕円形を呈するが、

東端部分は他遺構と切り合っている。

中心部で東西1.43m（推定）、南北0.7m、

深さ0.36mを測る。底面にはわずかな

起伏があるが概ね平坦である。壁は四

方とも比較的角度をも って立ち上がる。

埋土は黒灰色土系のものであった。

ロニ
雪

゜
二：：訟：

（淡黄褐色
フロック混じ1m 

Fig. 10 

E
0
9
.
V
1
1
H
 

SK108土壊実測図 (S=l/40)

出土遺物は鉢と考えられる土師器片を 1点のみ検出した。

SK109土城 (Fig.11) 

D-10グリッドに所在する。上面の平面形は東隅丸の三角形状を呈するが、元来南北にや

や長い楕円形を呈していたものか。中心部で南北0.96m、東西0.73m、深さ 0.36mを測る。

東壁ぎわには掘込み下0.07m付近に弧状の平坦部分がある。底面は概ね平坦である。壁は南
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(S = 1/40) 
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Fig. 14 SK112土吸実測図 (S= 1/40) 

北が比較的なだらかで、東西が角度をもっ

て立ち上がる。

埋土は2層に分類でき淡黒褐色系土を基調

とする。出土遺物には弥生土器・ 土師器等

があるがいずれも細片であった。

SKllO土城 (Fig.12) 

D-10グリッドに所在する。上面の平面

形は南北に長い楕円形を呈する。中心部で

南北1.27m、東西0.5m、深さ0.23mを測

る。底面には大きな起伏があり、断面は舟

底状を呈する。壁は南北が比較的角度をも

っててちあがるのに対し、東西は緩やかな

立ち上がりを見せる。

埋土は淡黒褐色土系を基調とし2層に分類

できる。出土遺物には土器極細片を微蓋検

出したが、弥生土器か中世の土師器かの識

別はできなかった。

SKll l土城 (Fig.13) 

C-9グリッドに所在する。上面の平面形

は不定型を呈するが、北西部の突出部分は

他遺構との切り合いと考えられる。遺構本

体の中心部で東西0.87m、南北0.8m、深さ

0.36mを測る。底面は全域にわたって起伏

があり、壁は比較的角度をもって立ち上が

る。

埋土は黒褐色土系を基調としたもので、2

層に分層できる。出土逍物には土師器皿等

の細片を 12~13点検出した。

SK112土堀 (Fig.14) 

C-8グリッドに所在する。上面の平面形

は不定型を呈する。これも SKlllcmと同

じく北部の突出部分は他遺構との切り合い

を有するものである。新旧関係は明確にで
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きなかった。遺構本体の上面の中心部で東西0.93

m、南北lm程度、深さ 0.25mを測る。底面に

は大きな起伏があり、壁は内傾しながら立ち上

がる。

埋土は淡黒褐色土系のものを基調とし、2層に

分層できる。出土遺物は土器の極細片を微鉦検

出したが、弥生土器か土師器かの識別もできな

い程度であった。

e
0
9・
 

1層：淡黒褐色土

工こニニこ看2層：伍缶
ブロック

0 1.m 混じり）

SKl 13土壊 (Fig.15) 

D-8グリッドに所在する。上面の平面

形は東西に長い隅丸長方形を呈する。中心

部で東西0.97m、南北0.67m、深さ0.2m

を測る。底面には前面にわたって小さな起

伏があり、壁は内傾しながら立ち上がる。

埋土は淡黒褐色土系の砂混じりのものを

基調とし2層に分層できる。出土遺物は土

師器細片を2点検出したが、時期 ・器形と

もに不明。

SK114土城

(Fig. 16) 

D -12グリ

ッドに所在す

る。上面の平面

形は長楕円形を

基調としている

が、南部がやや

崩れている。中

心部で南北1.62

国
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Fig. 16 SK114士城実測図
(S = 1/40) 

-z多
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H =4.60m 
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----- =一乙雪- 2層 巴臼；：粘土
ブロック含む）

3層 ：淡黄褐色土
1m 

Fig. 17 

m、東西0.59m、深さO.lmを測る。定面には全

域にわたって小さな起伏がある。

埋土は2層に分思でき、淡黒褐色土 ・淡褐色土

SK115土城実測図 （S= 1/40) 

＿＿こ：言
呈 2層：芯if；こ土

ブロック混入）

3層 ：淡黄褐色粘土
1m 

からなっている。出土逍物は弥生土器細片を検出

した。 しかし、遺構埋土の状況・遺構の位置 ・形

゜Fig.18 SK116土墟実測図(S=l/40)
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Fig. 22 SK120土城実測固
(S = 1/40) 

態等を考えると、当遺構も中世の所産の可能性

がある。

SK115土城 (Fig.1 7) 

D-7グリッドに所在する。上面の平面形は

溝の様相を呈する、南北に細長い土渡である。

北端部は他遺構と切り合っており、当遺構が新。

底面には全体的に起伏がある。壁は南北が比較

的緩やかに立ち上がるのに対し、東西が垂直に

近い角度で立ち上がる。

埋土は3層からなり、黒褐色土系の砂混じり

土を基調としている。出土遺物には黒耀石片・

弥生土器細片 ・須恵器細片を微品検出した。

SK116土漿 (Fig.18) 

C-8グリッドに所在する。上面の平面形は

南北に長い楕円形を基調としている。中心部で

0.86m、東西0.48m、深さ 0.23mを測る。底

面は概ね平坦であるが中心部に5cm程度の凹

みを有する。壁は四方とも垂直に近い角度で立

ち上がる。

埋土は黒褐色土系のものを基調とし3層に分

層できる。出土遺物には中世の所産と思われる

土師器細片を3点検出した。

SKl 17士堀（Fig.19) 

C-7グリッドに所在する。上面の平面形は

南北に長い隅丸長方形を呈する。底面は遺構上

面に比して狭く 、小さな起伏がある。壁は南北

のものが緩やかに立ち上がるのに対し東西のも

のは垂直に近い角度で立ち上がる。

埋土は3層に分層できるが、3層は壁崩落に

よるもので、基本的には2層であるものと考え

る。

SKl 18土城 (Fig.20) 

C-6グリッドに所在する。上面の平面形は

- 15 -



不定型を呈する。中心部で東西0.98m、南北

0.63m、深さ0.12mを測る。底面には小さな

起伏があり 、断面は舟底状を呈する。壁は四方

とも比較的なだらかに立ち上がる。

埋土は2層に分層でき、淡黒褐色土を基調と

している。出土遺物は土器片が数点出土したが、

細片のため弥生土器か土師器かの識別はできな

かった。

SK119土城 (Fig.21) 

C-6グリッドに所在する。上面の平面形は

南北に長い楕円形を呈する。中心部で南北1.05

m、東西0.5m、深さ0.15mを測る。底面は北

に向けてやや傾斜しているが、概ね平坦。壁は

西壁がやや角度をもって立ち上がり、他3壁は

比較的緩やかな立ち上がりを見せる。

埋土は淡黒褐色土を基調とし、やや砂が混じ

る。出土遺物は土師器・瓦器の微細片を検出し
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Fig.23 SK121土城実測図 (S= 1/40) 
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SK122土城実測図(S=1/40) 
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(Fig. 22) 
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形を 里 する
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Fig. 25 

が、東西掘込み部分が崩落により一部形が崩れ

ている。中心部で南北1.34m、東西0.77m、深

さ0.19mを測る。底面は全体的に小さな起伏

があり、断面は舟底状を呈する。壁は四方とも

緩やかに立ち上がる。

埋土は2層に分層でき、淡黒褐色土 ・淡黄褐

色土からなる。遺物は全く検出しなかった。
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SK121土城 (Fig.23) 

D-6グリッドに所在する。上面の平面形は南北に長い隅丸長方形を基調とするが、北部掘

込み付近の形が一部崩れている。中心部で南北1.03m、東西0.58m、深さ0.34mを測る。底

面には起伏があり南北の壁ぎわが少し深くなっている。

埋土は3層に分層でき、黒褐色土系のものを基調としている。遺物は弥生土器の細片が数点

出土した。

SK122土旗 (Fig.24) 

D-6グリッドに所在する。上面の平面形は不定型を呈するが、元来楕円形を基調としてい

たものと考える。北側の突出部分は他遺構と切り合っているものであるが、新旧関係は明ら

かにできなかった。当遺構本体の中心部で東西0.54m、南北0.73m、深さ0.21mを測る。底

面はほぽ平坦である。壁は東西がほぽ垂直に立ち上がるのに対し、南北は緩やかに立ち上が

る。

埋土は2層に分層でき、黒褐色土を基調としている。遺物は弥生土器の細片を検出した。

SK123 • 124土城 (Fig.25) 

D-5グリッドに所在する。この2遺構は切り合いがあり、 SK123が新。SK123で掘込み

上面の中心部で。東西0.56m、南北0.87m、深さ 0.15mを測る。埋土は淡黒褐色土の1層で

出土遺物はなかった。SK124は中心部で南北2.2m程度、東西0.59m、深さ0.28mを測る。

底面にはわずかな起伏があり、概ね平坦であるが北壁に向って傾斜している。埋土は3陪に分

層でき淡黒褐色土系のものを基調としている。出土遺物は弥生土器細片を数点検出した。

SK125土城 (Fig.26) 

F-10グリッドに所在する。 上面の平面形は東西に長い楕円形を呈する。中心部で東西l.

19m、南北0.53m、深さ0.19mを測る。底面は概ね平坦で南北断面は舟底状を呈する。壁は

比較的角度をも って立ち上がる。

埋土は淡黒褐色土の 1層からなる。出土遺物は弥生土器細片を数点検出したのみである。

2.溝と出土遺物

2区で6条検出した。これらの中で幅0.5m程度のものは出土遺物もなく、規模も小さいの

で割愛する。以下記述するものは確実に方形区画溝であるものや規模の大きいものである。

SD102溝（Fig.27) 

B~G -10~12グリッドに所在する。上面の幅はA-B部分で4.41m、深さ 1,02m、東部

に設定したペルト付近で幅2.8m深さ0.95mを測る。今回検出したものは （長）方形区画溝

の北部短辺にあたる部分と考える。この溝の短辺の長さは約28m程度と推定できる。また、溝

の内側の短辺は20.5mを測る。溝浙面は土層図作成部分では若干の起伏があるが、概ね上面

幅に比して浅いU字形を呈するものである。溝北端部には突出部分があるが、これは他遺構
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と切り合っているもので

ある。新旧関係は明らか

にできなかったが、埋土

の色調からみてさほど時

代差がないものと考える。

埋土は7層に分層でき

る。上層 は淡茶褐色土

（砂混じり）、下層は淡黒

褐色粘質土を基調として

いた。出士遺物は埋土中

全域から検出したが、溝

の規模から考えると出土

誠は少ない。検出遺物に

は土師器皿・鉢等がある。

心

io 

゜

H=4.60m 

1層 ：淡褐色砂混じり
2層： ，，（黄褐色粘土
プロック含む）

_3層 ：" (，，多含む）---4層：，，
5層 ：淡黒褐色土 （砂
少量含む）

6層 ：淡黒色粘質土
7層 ：，， （淡青灰色粘
土ブロック含む）

麟
゜

2m 

Fig. 27 SD102溝実測図 (S= 1/200 • 1/100) 
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と一
で

゜
5m 

H=4.80m 

゜
4m 

1層：淡茶褐色土（砂まじり） 5層：暗黒色土
2層：淡褐色土（黄色粘土ブ 6層：黄褐色土
ロック多含む） 7層 ：淡暗黒色土

3層：淡黒褐色土（黄色粘土 8層 ：淡黒色・
ブロック少量含む） 黄色粘土

4層：淡黒褐色土（黄色、淡青 9層：暗黒色土
灰色粘土ブロック含む） （砂まじり）

Fig. 28 SD104溝実測図 (S~l/200 • 1/100) 

SD104溝 (Fig.認）

QR -12~14グリッドで検出した。検出全長

6.5m、セクション作成部分で幅3.06m、深さ l.

08mを測る。東西方向の水路予定地で南北に走

る溝なので方形区画溝になるかどうかの積極的な

資料は得ることができなかったが、その規模から

考えるとその可能性もある。底面は概ね乎坦であ

り、断面は概観すると U字形の部類に入るので

はないだろうか。

埋土は9層に分層でき、概観すると上層が淡黒

褐色系の砂混じりの土で、下層になるに従い粘性

を増す。出土遺物は土師器皿等を少黛検出した。

2区溝出土遺物 (Fig.29) 

21~35はSD102出土遣物。 21~24は士師器

杯。21は口径6.4cm、器高1.9cm、底径3cm。

色調は褐色を基調とし、底面には糸切り痕が観察

できる。 22は口径6.6cm、器高1.9cm、底径3.2cm。底面には糸切り痕がある。 23は口径7.7

cm、器高2.1cm、底径4.2cm。調整はナデ・ヨコナデ、底面には糸切り痕がある。 25は土師

器鍋。残存器高3.6cm。調整は摩耗が著しく観察不能。色調は褐色を基調としている。 26は須

恵質土器の鍋。残存器高5.1cm。調整は主としてナデ ・ハケ目による。 色調は灰黒色を基調

としている。 27は土師器鍋。残存器高9.7cm。調整は主としてナデによる。 28は須恵質土器の

鍋か。残存器高3.1cm。調整はハケ目 ・ナデ、色調は灰黒色を基調としている。 29• 30は土師

器釜。 29は口径19cm、残存器高9.6cm。肩部外面に菊文様のスタンプが配されてる。調整は

主としてナデ・ヨコナデによる。色調は褐色 ・灰褐色を基調としている。 30は残存器高9.6cm。

口縁部・底部を欠く 。調整は主と してナデ ・ヨコナデによるが、一部にエ具によるナデが観察

できる。色調は褐色・赤褐色を基調としている。 31は青磁碗。口径は計測不能。残存器高2.8cm。

釉は灰緑色を基調とする。 32は青磁碗。残存器高2.6cm、高台径4.4cm。内面見込みに草花紋

を配する。釉は畳付き部までかかる。色調は灰緑色を基調としている。 33は青磁碗。残存器高

2.5cm、高台径5.8cm。内面見込み付近にハケ目紋を配する。 色調は淡灰緑色を呈する。34は

脊磁椀。残存器高2.5cm、高台径4.2cm。釉は畳付き部までは及んでいない。 35は白磁碗。残

存器高2.5cm、高台径4.2cm。釉は高台内外面には及んでいない。色調は乳白色を基調として

いる。 36~39はSD105出土遺物。 36• 37は瓦質土器の鍋か。36で残存器高5.6cm。調整は
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S0102出土遺物

,二:I」□9三三ワ，
36~39SD105出土遺物

゜
10cm 

Fig. 29 2区溝出土遣物実測図（S= 1/4) 

内面ハケ目、外面ナデ ・指頭圧によっている。色調は灰褐色 ・黒褐色を基調としている。37は

残存器高6.9cm。調整は内面比較的細かいハケ目、外面粗いハケ目と口唇部は指頭圧によって

いる。38は陶器の壷か、残存器高6.1cm。色調は灰褐色を基調としている。39は脊磁碗。 D径

12.8cm。残存器高3.8cm。比較的厚い釉が施され、色調は灰緑色を基調としている。
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VI．調査の記録 ー3区一

1.士墳と出土遺物

調査区のほぼ全域で検出した。形状は円形を基調としたものが多いが、規格性が認められる

ものやその性格がある程度想定できるものはほとんどない。時期的には鎌倉時代から室町時

代にかけてのものが大半を占める。これらの土城の中で比較的検出状況が良好なものを抽出

し以下にその詳細を記す。

SK304土墟 (Fig.31) 

B-16グリッドに所在す

る。上面の平面形は円形を

基調とするが、東西方向が

やや長い。中心部で東西

0.83m、南北0.84m、深さ

0.51mを測る。底面は概ね

平坦で壁は湾曲しながら立

ち上がる。北側の掘込み下

0.15m付近に平坦な部分が

あり半周している。

埋土は3層に分層でき、上

層から淡黒褐色土 ・淡褐色

度・灰褐色土 （粘質）からな

っている。出土遺物は埋土

上層から微黛検出したが、

いずれも土師器細片であった。

SK304土城出土遺物

(Fig. 32) 

40は瓦質土器の釜か。残

責ー→ 4:

0 5cm 
| 1 1 1,  1 

Fig. 32 SK304 
土城出土遺
物実測固
(S=l/40) 

lm 

H=4.50m ＿。
＿ ＿ 

H=450m 

雪
Fig. 31 SK304 

士城実測図
(S = 1/40) 

H=4.5Om 

ー ― ゜

Fig. 34 SK314土壊実測図
(S= 1/40) 

゜

1m 

Fig. 33 SK305 
土城実測図
(S = 1/40) 

存器高4.4cm。調整は主として指頭によ るナデ、エ具によるナデが施されている。色調は暗

褐色を呈する。

SK305土壊 (Fig.33) 

c-15グリッドに所在する。上面の平面形は東西に長い楕円形を基調と している。中心部
で東西0.9m、南北8.3m、深さ0.3mを測る。底面にはわずかな起伏があるが概ね平坦である。

壁は比較的角度をもって立ち上がる。北東部掘込み下O.lm付近に平坦な部分がある。
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1層：淡茶褐色土
2層：黒褐色土 H=4.80m 
3層：淡黄灰色粘ー一

霜瓢ニニ7層：淡青灰色粘 。 lm 
土プロック

埋土は2層に分思でき、上層淡黒褐色土、下層淡

褐色土からなる。出土遺物は土器微細片を検出した。

SK314土城 (Fig.34) 

B-14グリッドに所在する。上面の平面形は南

北に長い楕円形を呈する。中心部で南北1.07m、東

西0.84m、深さ0.34mを測る。底面には全体的に小

さな起伏があり 、壁は比較的緩やかに立ち上がる。

埋士は2層に分層でき、上屈淡黒褐色土 （砂混じ

り）、下層淡褐色土（粘質）からなっている。出土

遺物は土師器細片を数点検出したが、いずれも細

片であり図化できなかった。それら細片のなかに

皿底部の細片があり、外面には糸切り痕が観察で

きた。

Fig. 35 SK317土壊実測図
(S = 1/40) 

SK317土城 (Fig.35) 

D • E-13グリッドに所在する。上面の平面形は元来円形を基調としていたものと思われ

るが、検出時にはややいぴつな状況であった。中心部で2.3m、東西2.22m、深さ0.76mを

測る。底面は遺構上面の面積の割りには小さく、西方に偏っており、断面は舟底状を呈する。

壁は緩やかな角度でのぴ、掘込み下0.2~0.4m付近から直角に近い角度で立ち上がり掘込み

面に至る。

埋土は7層に分層できる。ただし、南壁寄りの2~4層はその堆積状況から考えると他遺構

＝ 

との切り合

いである可

能性が高い。

出士遺物に

は土師器片

を少拡検出

した。

＼ 

゜
5
 
10cm 

Fig. 36 SK317土城出土遺物実測図 (S= 1/4) 
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SK317土城出土遺物 (Fig.36) 

41~43は瓦質土器の釜。41は残存器高

10.4cm。調整は外面はハケ目が施されて

いる。内面の調整は摩耗が進んでおり不明。

42は残存器高13.2cm。調整は内外面共に

ハケ目、口唇部がヨコナデ。色調は褐色を

基調としている。 43は口径25cm残存器高

9.9cm。調整は主としてハケ目。外面に煤

が付着している、 44は土師器杯。残存器高

4.1cm、底径4.1cm。底部はやや上げ底状

になり、糸切り痕が確認できる。

S
K
3
1
7
 

1層 ：黄褐色粘土

く`。

（砂多含む）
2層： 暗茶褐色土

3 層 ~：：書：’←こ
4層： 淡茶褐色粘土
5層 ：淡灰黒色砂層

Fig. 37 SK318土城実測図 （S= 1/80) 

H = 4.80m 

二

゜
1m 

SK318土城 (Fig.37) 

D・E-12・13グリッ

ドで検出した。SK317土

漿と切り合いがあり当遺

構が古。また、南側掘込

み付近でも小穴2個から

切られている。上面の平

面形は南北に長い楕円形

を呈する。中心部で南北

検出長 1.24m、東西1.2

m、深さ 0.29mを測る。

＼ 

璽／ニロ
48 

Fig. 38 

底面はほぼ平坦であり、南北断面では底面

と壁との境が不明瞭である。

埋土は遺構本体は4層に分層でき、茶褐

色系の埋土を基調としている。出土遺物は

土師器片を少蓋検出した。

SK318土壊出土遺物 (Fig.38) 

45~47は土師器杯。45は残存器高2.2、

底径4cm。調整はナデ ・ヨコナデによる。

46は残存器高2.3cm、底径4.2cm。底面

はやや上げ底状を呈し、糸切り痕が観察で

きる。 47は残存器高2cm、底径2.8cm。調

＼ 

r芦
＼上弓

゜

L

-＿：` 
ー

ー

。

万
乙

-h

,

'桑

璽

5
 

10cm 

一言―｀
 

＿＿ ―
―
 SK318土城出土遺物実測因 （S= 1/4) 

1層： 淡黒褐色土
（砂まじり）

2層： 黒褐色土

渇渭譴魯g, ――ニ＝占一

Fig. 39 

H
1
1
4
.5
0

ヨ

H=4.50rn 

゜
lm 

SK323土壊実測図（S= 1/40) 
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H
1
1
4
.6
0
ヨ H~4.60m 

1層：黒褐色土
2層 ：黄褐色土
（砂粒少量を含む）

3層：黄褐色土（粘質土）
4層 ：淡黒褐色土
5層：黄褐色土
（砂粒含む）

6層：淡褐色粘質土
7層：淡灰褐色砂層

゜
1m 
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E
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てエ言3

整・底部の状況は46と同様。 48は土師器

質土器の鍋。残存器裔3.3cm。主たる調整

はハケ目とヨコナデによる。49は瓦質土

器の鉢。残存器高5cm。口縁部外面にはス

タンプが2条の沈線の上下に配されている。

調整は主としてハケ目。色調は灰黒色を基

調としている。50は瓦質土器の鍋。残存

器尚6.6cm。調整は内外面共にハケ目。色

調は褐色を基調とする。51は瓦質土器の

釜。残存器裔4.5cm。

SK323土城 (Fig.39) 

D-12グリッドで検出した。上面の平

面形は不定型を呈する。中心部で東西1.64

m、南北2.10m、深さ0.6m程度を測る。

断面や土層の状況から考えると2遺構が切

り合っている可能性が高く、南部のものが

北部の土城を切っているものと推定でき

る。底面は南北とも小さな起伏があり、壁

は垂直に近い角度で立ち上がる。

埋土は4層に分層でき、黒褐色系のもの

を基調としている。

＇／ロ
出土遺物は土師器

細片を微量検出し

たが、因化できる

ものはなかった。

゜
5
 
10cm 

Fig. 42 SK328土渡出土遺物実測図 （S= 1/4) 
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SK324土城 (Fig.40) 

D-12グリッドで検出し

た。上面の平面形は不定型

を呈する。中心部で東西

1.16m、南北lm、深さ0.43

mを測る。底面は概ね平坦

であり 、壁は北壁をのぞく

3壁は垂直に近い角度で立

ち上がる。北東部に掘込み

下0.2付近に平坦な部分が

あり、他遺構との切り合の

可能性もあるが

H
門

L
ほ
ョ

1層： 黒色土（粘質）

2層：淡黒色土 （黄
褐色粘土プロ

ック混じり）

J
 ゞヽ

一’̀ 
T T 

H=4.50m 

°ニ
1
0
 lm 

Fig. 43 SK329土渡実測図 (S= 1/80) 

明確にはできな

かった。

こ7~8~
埋土は 7層に

分層でき黒褐色

系・黄褐色系の

ものを基調と し

ている。また、砂粒が多く

三 60 て二土旱 1 三 62

゜
10cm 

Fig. 44 SK329士城出土造物実測図 (S= 1/4) 

含まれている層もある。出

土遺物には土師器がある

が、いずれも細片であり図

化できなかった。

SK328土城 (Fig.41)

C-9グリッドで検出 し

た。上面の平面形はややい

びつな形であるが、元来円

形を基調としていたものと

考える。中心部で径1.70m

程度、深さ 0.70mを測る。

一
H

=

4
.7
0
ヨ

1層：黒褐色土

（砂を微量含む）

：：詈：；｀ 
H=4.70m 

乙
゜

1m 

Fig. 45 SK333土城実測固 (S= 1/40) 

底面は狭くほぼ平坦である。壁は掘込み下0.6m付近に稜を有し、 一周する。壁は上半部では

比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は8層に分層でき、黒褐色系・茶褐色系のものを基調としている。最下屠付近で長さ20cm
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言ロ
｀／一ー ニ＝コ茶 64

0 10cm 

Fig. 46 SK333土城出土遺物実測図
(S = 1/4) 

H三壁m1層：茶褐色土

` 1 ii呈貸と含）も）

2層： 茶褐色士（粘土

6層：淡黒灰色土
7層：淡茶褐色土
8層：淡黒灰色土

0 lm 9層 ：淡黒灰色土（粘質）
10層：淡青灰色粘土
（砂粒含む）

Fig. 4 7 SK335土城実測図 (S= 1/80) 

SK329土城 (Fig.43) 

程度の礫質の石を検出した。なんら加

工はされていなかった。出土遺物は土

師器片を微量検出した。

SK328土城出土遺物 (Fig.42) 

52は青磁碗。残存器高4.3cm。釉は

全面にかかり、色調は暗緑色を呈する。

53は土師器杯。口径7.3cm、器商2.8

cm、底径3.3cm。完形品である。底面

はやや上げ底状を呈し、糸切り痕が観

察できる。 54は土師器鍋。残存器高5.

9cm。調整は内面ハケ目、外面ナデを

主体としている。口唇部外面には1条

の沈線がある。55は土師器鍋。残存器

高15.2cm。調整は主としてナデ・ヨ

コナデによる。56は土師器播鉢。残存

器高4.5cm、底径15.4cm。調整は主

としてナデによっている。色調は淡褐

色を基調としている。

C-8グリッドで検出した。上面の平面形は東西の掘込み面を2条の溝により大半を削平さ

れているため本来の形状が推定できない。中心部で南北長2.7m、東西検出長2.02m、深さ0.35

mを測る。底面は全体的に小さな起伏が多く、南部と北部では段差が認められる。壁は南北

とも比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は基本的には2層に分かれ黒色系のものを基調とし、粘性が非常に強いものであった。

出土逍物は土師器皿を中心に少歪検出した。

SK329土城出土遺物 (Fig.44) 

57~60は士師器、 61• 62は黒色士器。 57は杯。口径10.8cm、器高2cm、底径8cm。ほ

ぽ完形であり、色調は淡褐色を基調としている。 58は残存器高2cm、底径7.8cm。内面の摩

耗が進んでいる。59は残存器高3.2cm、高台径8.1cm。調整はナデ。ョコナデによっている。
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60は残存器高2cm、高台径7.2cm。色調は淡褐色を基調としている。61は残存器高1.6cm、

高台径7.6cm。色調は黒灰色を基調としている。62は残存器高1.8cm、高台径7.8cm。色調

は黒灰色。

SK333土城 (Fig.45) 

D-6 • 7グリッドで検出した。上面の平面形は南北方向に長軸をもつ隅丸長方形を呈する。

中心部で南北1.58m東西1.25m、底面はほぽ平坦、壁は比較的緩やかに立ち上がる。

埋土は3層からなり、黒褐色系のものを基調としている。出土遣物は土師器片を少簸検出し

た。

SK333土城出土遺物 (Fig.46) 

63は土師器播鉢か。残存器高6.4cm。調整はナデ ・ヨコナデ ・指頭圧によっている。色調

は淡褐色 ・褐色を基調としている。64は土師器鍋。残存器高4.1cm。調整は内面がハケ目、

外面がヨコナデ・ナデを基調としている。65は須恵質土器の播鉢。残存器高1.7cm。底径は

小片であるため復元不能。調整は主としてナデによっている。色調は淡褐色を基調としてい

る。

SK335士城 (Fig.4 7) 

D・F-8・9グリッドで検出した。上面の平面形は円形を基調としていたものと考えるが、

検出時には少々いびつになっており、南北にやや長い楕円形を呈する。中心部で南北2.3m、

東西2.lm、深さ 0.9mを測る。底面はほぽ平坦であり、壁は南部が急角度で立ち上がり、他

は比較的緩やかな角度である。掘込み下0.2m程度付近に稜を有する。底面では径5cm程度

の木杭状のものを6本検出した。

埋土は非常に複雑な堆積状況を呈し、 10層に分思できた。淡褐色系のものを基調としてい

るが、全体的にみて砂や粘土プロックを含んでいる層が多い。出土遣物には土師器 ・陶器片

などがある。

SK335土城出土遺物 (Fig.48) 

66~77は土師器皿。そのほとんどの底面に糸切り痕が観察できる。66は口径5.8cm、器

高2cm、底径2cm。67は口径6.5cm、器高2.4cm、底径3.8cm。68は口径6.9cm、器高2.4

cm、底径4cm。69は口径7.3cm、器裔2cm、底径3.6cm。70は口径7cm、器高2.4cm、底

径4cm。71は残存器高2.7cm、底径4.8cm。72は残存器高1.5cm、底径4.6cm。73は口径

8.9cm、器高2.2cm、底径4.8cm。74は口径7cm、器高3.2cm、底径5.4cm。今回検出し

た皿のなかでは、特異な形状を呈する。75は口径10.2、器高3.2cm、底径5cm。76は口径

11.2cm、器高3.5cm、底径4.6cm。77は残存器高3.2cm、底径4.1cm。68・70・74は完

形品。78は須恵質士器の壷。残存器高7.6cm、底径7cm。底面はわずかに上げ底状を呈する。

調整はロクロなで、底面には糸切り痕がある。色調は灰褐色を呈する。79は土師器鍋。残存
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｀ `  Fig. 49 SK341士壊実測図
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器高3.9cm。調整は内面ハケ目、外面ヨコナデを主体と

している。80は青磁椀。残存器嵩4.6cm。全面に釉がか

かる。色調は暗緑色を基調と している。

SK341土城 (Fig.49) 

調査区北端のD-2• 3グリットに所在する。上面の平

面形は不定型を呈するが、元来隅丸長方形を基調と してい

た当土城と、他の土城が切り合って検出時の形状となった

ものと考える。中心部で南北4.25m、東西2.43m、深さ

0.87mを測る。底面には緩やかな起伏があ り、壁は西壁

を除いて比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は3層に大別でき、上層から淡黒褐色土・褐色土 （少

量の砂が混じる）。 淡褐色土 （黄褐色の粘土プロックが混

じる）となっている。出土遺物は埋土全域から検出し、そ

の種類には土師器杯 ・皿 ・鍋、磁器皿 ・杯等がある。
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SK341土墟出土遺物 （Fig.50) 

81 • 82は土師器皿。81で口径6.6cm、器高1.9cm、底径3.8cm。底面は糸きりと思われ

るが明確ではない。82は口径6.8cm、器高2.3cm、底径3.3cm。底面には明確に糸切り痕が

観察できる。 83~93は土師器杯。 83は口径9.9cm、器高2.9cm、5.4cm。内外面に煤が付

沼している。84は口径10.3cm、器高3.5cm、底径4.2cm。底面には糸切り痕が確認できる。

内面の一部に煤付着。85は口径10.4cm、器高3cm、底径4cm。底面は糸きり。86は口径9.

6cm、器高3.3cm、底径4cm。ほぼ完形品。87は口径9.9cm、器高3.5cm、底径4.7cm。外

面の一部に煤。炭化物が付着している。88は口径10.5cm、器高3.7cm、底径4.8cm。口縁

部は比較的外反傾向にある。底面は糸きり。89は口径10.5cm、器高3.8cm、底径4.4cm。ほ

ぼ完形品。90は口径11cm、器高3.2cm、底径5.6cm。底面は糸きり。 91は口径10.5cm、

器高3.2cm、底径4.6cm。底面は糸きり。92は口径10.5cm、器高3.4cm、底径6.8cm。今

回検出したものの中では最も厚い器壁を有する。内外面の一部に煤が付着している。93はロ

径9.8cm、器高3cm、底径4.7cm。丁寧なナデにより糸切り痕が不鮮明。94は土師器皿。ロ

径8.8cm、器高1.9cm、底径6.6cm。一部に赤色顔科が確認できる。95~98• 100は士師器

鍋。主たる調整は、内面がハケ目、外面がナデ ・ヨコナデ ・指頭圧による。95で残存器高5.

5cm。色調は明褐色を基調とする。96は残存器高4.2cm。外面の一部に煤が付着している。

97は残存器高3cm。外面の一部に煤が付着している。98は残存器高4.9cm。玉縁が強いヨ

コナデにより扁平になっている。99は瓦質土器の鍋。残存器高6.4cm。調整は内面横方向の

細かいハケ目、外面ナデ・指頭圧によっている。口唇部はわずかに外反傾向にある。100は残

存器高6.9cm。調整は内面ハケ目、外面指頭圧を主体とするが、粗いハケ目もわずかに確認

できる。 101は須恵質土器の権鉢。残存器高7.8cm。口唇部はほぼ直立する。102は瓦質士

器の鉢か。残存器高7.8cm。調整は主としてナデによ っている。103は瓦質土器の釜。残存

器高6.7cm。調整は内面が横方向のハケ目、外面がヨコナデ・ナデによる。104は白磁の皿。

口径9.6cm、残存器高1.8cm。色調は乳白色を基調とする。105は白磁皿。口径9.3cm、器

高2cm、高台径4cm、色調は乳白色・灰白色を基調としている。106は青磁碗。口径9.3cm、

器高3.5cm、高台径3.8cm。忘台部は短く、口唇部はわずかに外反する。107も青磁碗。残

存器高2cm、高台径6.4cm。比較的厄い釉が施され、色調は暗緑色を基調としている。
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2.溝と出土遺物

溝は他の溝と複雑な切り合い関係をもっているものも多く、正確な検出数は把握できなかっ

たが、概ね10条は下らないものと考える。時期的には中世を中心としたものであった。その

中で特徴的なものを抽出し以下に述べる。平面図についてはFig.56及び57を参照のこと。出

土遺物については遺構説明の後に記述する。

SD340溝

E・D-3・4グリッドで検出した。SK341に切られており底面の状況土廣の堆積状況を観

察すると最低3条の溝が切り合っているものと考えられる。この溝本体の上面幅は3.8m、最

深部で深さ 0.58mを測る。また、土層図から判断した他の溝の規模は、切り合い関係で最も

新しいもので（土層図中の5• 6 • 7層部分）、上面幅1.42m、深さ0.32m、次に新しいもの

で（土層図中の1• 2 • 3 • 4層部分）、上面幅3.56m、深さ0.58mを測る。このようにセクシ

ョンから見ると当溝の規模が最も大きく、最も古いものであったことがわかる。切り合い関

係が多く底面の状況は明確ではないが、概観すると小さな起伏が多い。壁は比較的なだらか

に立ち上がる。

埋土は茶褐色系のものを基調とし、 3条の溝の掘込み面では識別がつきにくい状況であった。

出土遺物は皿・鉢等の土師器を中心に検出したが、溝毎の厳密な取り上げはできなかった。

SD330溝

C • D-4~9グリッドで検出した。検出全長18.5m、平均深度0.35mを測る。断面形は掲

載している土層図作成部分では若干崩れているが、概ね逆台形を呈 している。他遺構との切

り合いについては、当遺構がSK329• SD332を切っている。溝の方向性についてはほぼ南北

に直線的にのぴ、当遺構の西側で検出した掘立柱建物群とその方向性をほぽ同じくする。な

んらかの有機的な関係を有するものかもしれないが、それを証明する積極的な資料は得られ

なかった。

埋土はセクション図では3層から成っているが、概ね2層に別れている。セクション図中2

層はともかくとして、1層暗茶褐色土、3層淡黄褐色粘土・明黄褐色粘土となっているように

色調の差が明確であった。出土遺物は土師器皿等を少翼検出した。

SD302溝

B~D-8~15グリッドで検出した。当遺構はC-10・11グリッド付近で撹乱及び他の大

溝との切り合い関係をもっているもので、この溝本体の外観は南北方向に走る大溝である。検

出全長約37m、平均的な上面幅3.5m程度、平均的な深さ0.5m程度を測る。この溝の他遺構

との主な切り合い関係については、 SD326溝を切り、 SK328に切られている。断面形は浅い

U字形を呈する。当溝の性格については断片的な検出状況なので、確定的な事は言及できない
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が、溝南端がわずかにではあるが西方にカープする兆候があったので、西方にその中心があ

る方形区画溝になる可能性を提示しておきたい。

埋土は淡茶褐色系の砂混じりのものを基調としており、他遺構との切り合いがあるA-Bセ

クションでは複雑な堆積状況を呈しているが、概観すると 3層に大別できるものと考える。出

土遺物には土師器皿 ・鉢、磁器碗等がある。

SD325 • 326溝

D • E-9~11グリッドで検出した。SD325が326を切っている。SD325は検出状況では

逆L字形を呈する。北端部はまるみを帯びているが、これは他逍構と切り合いをもっている

ものである。切り合い関係は明確にできなかった。検出全長8m程度、深さ0.54mを測り、底

面はほぽ平坦であり壁は緩やかに立ち上がる。南端壁ぎわでは長さ30cm程度の自然石が3個

据え置かれたような状況で検出した。

埋土は4層に分層でき、 1層の暗茶褐色土が大半を占める。 2層～4層は砂粒を比較的多く

含む。出土遺物は埋土全域から検出した。出土遺物は土師器皿 ・鉢等を中心に検出した。

SD326は検出全長7m程度、深さ0.25mを測る。底面には緩やかな起伏があるが、概ね平

坦であり、壁は比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は3層に分層しているが、基本的には2層に大別でき、黒褐色土系のものを基調として

いる。出土遺物は埋土全域から土師器細片を少泣検出した。

SD340溝出土遺物 (Fig.51)

108~110は土師器皿。底面は糸切り 。108は口径7.3cm、器高 1.7cm、底径4.6cm。ほ

ぽ完形品。109は口径7cm、器高1.8cm、底径4.6cm。110は口径6cm、器高2cm、底径3.3

cm。111• 112 • 113は土師器杯。111は残存器高3.1cm、底径4.6cm。底面はやや上げ底

状を呈する。112は残存器嵩2.3cm、底径4cm。113は口径11.8cm、器高2.7cm、底径5.8

cm口縁部は外反する。 114~117は土師器鍋。残存器高はそれぞれ4.8cm、5.5cm、7.3cm、

6.5cm。調整は主として内面ハケ目、外面ハケ目の後ナデ。117は口縁内部に稜を有する。118

~120は土師器の火鉢か。残存器高はそれぞれ12.4cm、5.5cm、7.4cm。調整は主として、

内面横方向のハケ目外面ナデ・ヨコナデによる。口縁部外面の仕様は3者それぞれであり 、118

で突帯に刺突文、118でスタンプ、 120で2条の突帯となっている。121も土師器鍋。残存器

高4cm。調整は内面横方向の粗いハケ目、外面はヨコナデ ・ナデ・指頭圧によっている。121

は土師器鍋の把手。 残存器高5.6cm。123は瓦質土器の釜。口径15.8cm、残存器高7.6cm。

口縁部は短くほぽ直立し、口唇部内面がわずかに窪む。調整は主として横方向のハケ目 ・ナ

デによる。124は瓦質土器の播鉢。残存器高6.3。口唇部はわずかに内傾する。125は須恵質

土器の擢鉢。色調は灰黒色を基調とする。126は陶器。残存器高1.6cm、高台径2.8cm。釉

は内面と外面下部まで施され、高台部付近は露胎。色調は乳白色を基調とする。127は青磁碗。
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残存器高1.2cm、高台径5.6cm。釉は内面見込みにはかかっていない。畳付き部と高台内部

は露胎。色調は暗緑色を基調としている。128も背磁椀。残存器高2.1cm、高台径5.4cm。高

台内面以外、全面施釉。色調は暗緑色。129は染め付けの磁器碗。残存器忘2.1cm、高台径

5.4cm。染め付けは高台部付近内外面に施されている。130は掏器の播鉢。残存器高5.5cm。

色調は青褐色を基調とする。搬入品か。131は石製品の砥石か。残存長5.1cm、幅2.4cm、厚

さ1.7cm。132は滑石製品の硯か。残存長6.7cm、残存幅5.4cm、断面計測部で匝さ0.8cm。

SD302溝出土遺物 (Fig.52) 

今回掲載したものの中には、 138~142に見るように他時期の遺物もある。遺構の切り合い

があったものか流れ込みによるものである。133~136は土師器皿。底面はすべて糸切り。133

で残存器高2cm、底径3.8cm。134で残存器高1.6cm、底径4cm。135で残存器高2.2cm、

底径4.4cm。136で口径10.5cm、器高2.2cm、底径4cm。体部は薄く直線的に延びる。137

は土師器杯。残存器高4.3cm、底径3.8cm。底面は糸切りと考えるが、ナデ調整のため明確

でない。138~140は土師器碗。138で残存器高2.2cm、高台径6.1cm。139は残存器高2.

7cm、高台径8.4cm。140は残存器高2.6cm。141は瓦器杯。口径12.6cm、器高2cm、底

径9cm。調整は主としてヨコナデ、色調は黒灰色を基調としている。 142は黒色土器の碗。ロ

径14.6cm、器高6.2cm、高台径8cm。色調は内面黒色、外面淡褐色・黒灰色を基調として

いる。 143• 144は土師器の播鉢か。残存器高はそれぞれ、 5.9• 7.2cm。145~155は瓦質

土器の鍋。調整は外面縦方向のハケ目、内面横方向のハケ目、口唇部ヨコナデを基調として

いる。器形は口縁部がわずかに外反するものとそうでないものに分けられる。口径が計測不

明な145~153の残存器高は5.1~16.1cmを測る。154で口径29.4cm、残存器高8.8cm。ヨ

コナデ ・ハケ目調整の他に、外面の一部に指頭圧が観察できる。155は口径25cm、残存器高

10.9。これも胴部外面の一部に指頭圧痕がわずかに観察できる。156• 157は瓦質土器の鍋。

主たる調整はハケ目とナデによる。色調は暗緑色。 158は行磁碗。158で残存器忘1.9cm、高

台径7.6cm。高台内面は鐙胎。159は残存器高1.7cm、高台径7.4cm。釉は畳付き部、裔台

内部には及んでいない。

SD325溝出土遺物 (Fig.53) 

160~162は土師器杯。底面は糸切り、調整は主としてナデ ・ヨコナデによる。 160で残存

器高2cm、底径3.8cm。161は残存器高1.9cm、底径4.8cm。162は口径10.6cm、器高3cm、

底径4.2。163は土師器鍋。残存器高4cm調整は内面ハケ目、外面ヨコナデ・ナデを基調と

する。 164~166は瓦質土器の鍋。調整は主としてハケ目、ナデによる。 166で口縁部がわず

かに内傾する。残存器高は7~7.4cm。外面の一部に煤が付着している。168は瓦質土器の鉢。

残存器高4.2cm。外面に3条の沈線をめぐらし、その上下にスタンプを配する。169は瓦質

土器の権鉢か。残存器高3.8cm。口唇部はわずかに内傾する。色調は灰褐色。170は土師器
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鍋。口径33.9cm、残存器尚10.

7cm。調整は内面ハケ目、外面粗

いハケ目、口唇部はヨコナデ。内

外面の一部に煤が付着している。

色調は暗褐色を基調としている。

171は青磁碗。残存器嵩1.9cm、高

台径2.3cm。代付き部から内側は

露胎。色調は灰緑色を基調とする。

゜
10cm 

會
Fig. 54 SD326 • 332溝出土遺物実測図 (S= 1/4) 
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Fig. 55 SD339溝出土遺物実測図 (S= 1/4) 

S0326 • 332溝出土遺物 (Fig.54) 

172・172は土師器鍋。残存器嵩はそれぞれ、 5cm• 5.6cm。調整は主として内面横方向の

ハケ目、外面ナデ ・ヨコナデ・指頭圧による。174は土師器杯。口径12cm、残存器高1.9cm。

175は土師器の支脚か。残存長9.6cm。中心部には径0.5cmの空洞部がある。色調は淡褐色

を基調とする。

S0329溝出土遺物 (Fig.55) 

176は土師器皿。口径6.9cm、器高2.2cm、底径2.9cm。口縁部はわずかに外反する。底

面には糸切り痕が観察できる。177• 178は土師器鍋。調整は主として内面がハケ目、外面が

ハケのあとナデ ・指頭圧によっている。残存器高はそれぞれ5.9cm、7.6cm。178~181は瓦

質土器の鍋。口縁下部に稜がみとめられ、口縁部は内湾気味に立ち上がる。調整は主として

内面ハケ目、外面ハケ目の後ナデによっている。182は土師器鍋。吊り手部分のみで、残存器

姦3.1cm。調整は内面ハケ目、外面ナデを主体としている。183は寺磁碗。残存器高3.9cm、

庶台径6.6cm。畳付き部より内側は露胎。色調は暗緑色を基調としている。
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3.掘立柱建物と出土遺物

同地区で掘立柱建物は中央西寄りに集中している。この建物群の主軸と平行関係にある溝は

いくつかあるが、その中のどれが有機的関係にあるか証明できる積極的な資料は得られてい

ない。ただし、掘立柱建物の検出位置から考えると集落又は居館の中心はこの調査区の西方

になる ものと考える。建物の柱間の距離は屈中に表記している。

SB347掘立柱建物 (Fig.58) 

D・E-6・7グリ ッドで検出した。長軸を南北方向にもつ2間X3間の建物である。梁行4.19

~4.23m、桁行5.13~5.33mを測る。柱穴の径は40cm程度のものが主流を占める。柱痕跡

を検出できたものはないが、柱径はその掘り方から見ると8~10cm程度であることが推定で

H=5.00m 

11.93 

1,.82 

2.45 

＼
 

- 1.74 

1.65 

1.731 11111111111114m l 
□》 凸

nllllllllllllll 

1.88 

0 
2.35 

畑 1|llll1... ヨ

H=5.00m 

」
Fig. 58 SB34 7掘立柱建物実測図 (S= 1/80) 
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きる。この建物と切り合い関係をもつ他の建物はないが、北東部でSE334井戸を切っている。

埋土は上層黒褐色土、下層淡黄褐色粘質土を基調としている。出土遺物は土師器極細片。

SB348掘立柱建物 (Fig.59) 

D・E-7・8グリッドで検出した。長軸を南北方向にもつ2間X3間の建物である。梁行3.68

~4.09m、桁行5.39~5.8mを測る。SB349と350の東側桁と当遺構の西側桁が重複関係に

あるが、柱穴どうしの切り合い関係はなく、進級関係は不明。柱穴は径0.45~0.6m、深さ0.2

~0.5mを測る。他遺構との切り合い関係は、当遺構がSK335を切っている。

埋土は黒褐色土を基調とするもので、出土遺物は土師器極細片を微蘊検出した。
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Fig. 59 SB348掘立柱建物実測図 (S= 1/60) 

-42 -



woo・s=H 

8
l
.
N
 

/ 
／ 

:: ~· 
/.  一

、、「¥
、：
L/ 

0
.
N
 

E
N
 ゜

Fig. 60 SB349堀立柱建物実測図 (S= 1/60) 

ハo、 、一
,、
＼ヽ‘

/ /. 

~ ./· 
/ E 

i ///. ~ 
i l//― 

゜
Fig. 61 SB350掘立柱建物実測図 (S= 1/60) 

-43 -



SB349掘立柱建物 (Fig.60) 

E-7~9グリッドで検出した。長軸を東西方向にもつと考えられる建物であるが、西半部分

が調査区外に及んでいるためその全体規模は不明。梁行で4.18mを測る。柱穴の規模は0.4~

0.55m、深さ0.4~0.6m程度を測る。 SB350と長軸の方向は直交関係にある。これも他の建物

の柱穴との切り合い関係はない。

埋土は黒褐色土を基調としたもので、出土遺物は土師器極細片を微最検出した。

SB350掘立柱建物 (Fig.61) 

E-7~9グリッドで検出した。長軸方向を南北にとり、 2間X3間に規模をもつ建物と推定

する。梁行は不明。桁行6mを測る。柱穴は径0.4~0.5m、深さ0.3~0.4m程度を測る。

埋土は黒褐色系のものを基調とし、下層になるに従い黄褐色なり粘性を増す。出土遺物はほと

んど得られなかった。
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VII．調査の記録ー4区一

1.土壕と出土遺物

この地区も全体的にみて、遺構密度が低い地区である。土城は同地区で5基検出したが、そ

の性格が想定できるものはなかった。また、出土遺物も少なく、土器片のみが出土した。そ

のため記述の方法としては、 一括して掲載し、その概要を記す。

SK405土城 (Fig.64) 

F -3グリッドで検出した。上面の平面形は、南

北に長い隅丸長方形を基調としたものと考えるが、

北端部が崩落によって突出している。他遺構との切

り合い関係は、北西部で小穴と有し、 当遺構が切ら

れている。中心部で0.93m、東西0.51m、深さ0.2m

を測る。底面には大きな起伏があり、その高低さ7cm

程度を測る。壁は北側がなだらかな立ち上がりを見

せ、他の3壁は比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は淡黒褐色土（砂混じり） 1層からなり 、遺

物は全く得られなかった。

SK414土壊 (Fig.65) 

K-16グリッドで検出した。上面の平面形は、東

西にやや長い楕円形を呈する。中心部で東西0.95m、南

北0.9m、深さ0.3mを測る。底面は概観すると舟底上

を呈し、壁は4方とも比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は2層に分層でき、暗褐色土系のものを基調

とする。出士遺物は1層から検出したが、いずれも

細片であった。

SK415土城 (Fig.66) 

M-5グリッドで検出した。上面の平面形は、元来隅丸長方形を基調としたものと考えるが

ーご□）ーlm
H=4』0m

ー一

゜Fig. 64 SK405土城実測図
(S = 1/40) 

H=5~0m 

謬三ニニ
-0
 

1.m 

Fig. 65 SK414土城実測図
(S=l/4) 

東壁部分の崩落により、検出時には不定型を呈 した。中心部で東西0.68m、南北0.9m、深さ

0.66mを測る。底面は概ね平坦であり 、壁は4方とも直角に近い角度で立ち上がる。

埋土は3恩に分層でき、暗黒褐色土系のものを基調としている。出土遺物は全く得られなか

った。底面は砂層であるため、湧水が認められた。

SK416土城 (Fig.67) 

M-4グリッドで検出した。上面の平面形は、南北に長い楕円形を呈する。中心部で南北0.94
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ロ ］げ：土`：
Fig. 66 SK415土墟

実測図
(S = 1/40) 

Fig. 67 SK416土城実測図
(S = 1/40) 

m、東西0.64m、深さ

0.45mを測る。底面は

概ね平坦であり、壁は

四方とも角度をもって

立ち上がる。壁の状況

から判断すると上面の

平面形は元来隅丸長方

形を呈していたものと

推定する。

埋土は 2層からな

り、暗黒褐色土系のも

のを基調としている。

出土遺物は土器微細片

を微品検出した。

頁
゜

B
 

A
 

゜

2
 

,.
 一-

sm 

H=UOm 

Bー一 こ三三亡戸三詈

1層： 淡茶褐色土（黄色砧土ブロック少量含む）
2層 ：淡茶褐色土 0 
3層：淡灰黒色粘土（淡茶褐色土 1l l l l 
4層： 淡灰黒色粘士 プロック微量含む）

1m 

Fig. 68 SD401 • 402溝実測図 （S= 1/40) 

2.溝と出土遺物

調査区全体で確定的なものだけでも14

条検出した。調査区が狭溢なためその性

格は確定できないが、溝の規模から考え

ると隣接調査区で検出したものと連続す

る可能性を有するものもある。出土遣物

は埋土中から若干の土師器細片を検出し

た。これらの溝の中で特徴的なものを抽

出し、以下に述べる。

SD401溝・ 402溝 (Fig.68) 

A・B~2 • 3グリッドで検出した。南

北方向に走るが、主軸は30゚ 程度西に

振れている。上面幅は検出北端部で、 2.5

m、南端部で1.9m、深さ0.45mを測る。

底面には起伏があり壁はなだらかな立ち

上がりを見せる。

埋土は淡茶褐色土系のものを主体と し

ている。図中のセクションを検討する

と、1• 3層はその堆積状況からみて、他
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溝と切り合っている状況を示しているものと

判断する。その判断に立つと、 上面幅1.6m、

深さ0.35m程度の溝になるものと考える。出

土遺物は埋土中全域から土師器片を少涵検出

した。

402溝は401溝の西方約4mにあり、その

方向をほぽ座標北にとる。双方とも直進すれ

ば交差する関係にあり、同時期存在は考えが

たい。検出長5.8m、幅0.5m、深さ0.45m

程度を測る。埋土はSD401溝よりも黒色が

強い。

E
 

D
 

--------0 5m 

2
 

3
 

H=Um 

A 8 
J L— 

1 
1層：淡黒褐色土

2層：淡褐色土
3層：淡黄褐色土
（砂まじり）

SD404溝 （Fig.69) 

E-2 • 3グリッドで検出 した。 検出全長

4.5m程度、平均上面幅lm程度、深さ0.5m

を測る。東側上面と北端部で他遺構と切り合っており、当造構が古。溝底面は平坦な部分が

゜
1m 

Fig. 69 SD404溝実測図
(S = 1/200 • 1/400) 

多く、壁は湾曲しながら立ち上がる。

埋土は上層から淡黒褐色、淡褐色、淡黄褐色を基調としている。出土遣物には土師器皿・鍋、

瓦器鍋、 青磁碗等がある。

SD406 • 417 • 418溝 (Fig.70) 

SD406 は I• J -3·4 グリ ッドで検出した。検出長 4.8m、土層図作成部分での幅 5m 程度、

深さ1.04mを測る。他遺構との切り合いは東側掘込み部分で土城状のものと有しているが、そ

の正確な形状、新旧関係は不明。底而は概観すると舟底状を呈し、壁は比較的緩やかに立ち

上がる。

埋土は淡黒褐色土系のものを基調としているが、セクションから判断すると。1層及び6層

は他の溝との切り合いを示しているものと判断する。出土遺物は磁器片・土師器片を少絋検

出した。

SD417 • 418はM • N-3~5グリッドで検出した。平面図ではL字状の溝のように見える

が、セクションを観察すればSD418がSD417を切っている様子がわかる。

SD418は検出全長3.5m程度、セクション図作成部分で幅1.25m、深さ 0.4mを測る。底

面には起伏があり、壁は比較的角度をも って立ち上がる。埋土は3陪からな り、暗褐色系のも
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Fig. 70 4-1区畦遺構配置図及びSD406• 417 • 418溝実測図 (S=l/40)

のを基調としている。出土逍物は土師器片を少忌検出 した。

SD417は検出全長12m程度で、平均的な上面幅0.5m、深さ0.2mを測り、 L字じ ょうを呈

する。底面は舟底状を呈 し、壁は比較的角度をも って立ち上がる。埋土は3層に分層でき、全

体的に粘質に富む。出土遺物は土師器細片を微量検出した。

SD409 • 410 • 412溝 （Fig.71) 

SD409は直線的にのびる溝で、北西から南西方向にのびる。検出全長8.5m程度、平均幅

0.65m、深さ 0.4mを測る。遣構の切り合い関係はSD413を切り、SD410に切られている。

溝断面は逆台形状を呈 し、底面にはわずかな起伏がある。壁は比較的角度をも って立ち上が

る。埋土は黒色土 （粘質土） 1層からなっている。出土遣物は全 く検出しなかった。

SD410は直線的に南北に延びる溝で、その方向はわずかに北西に振れている。検出全長は明

確な部分で17m程度、平均幅0.9m、深さ0.35mを測る。この溝はさ らに北方に延びるが、現

況河川の護岸下部に潜りこんでお り、明確にできなかった。遺構の切り合い関係はSD422を
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1m 

Fig. 71 4 -2区遺構配置図及びSD409• 410 • 412溝土城図 (S= 1/200 • 1/40) 

切っている。埋土は2層からなっており、茶掲色系のものを基調としている。出士遺物は士師

器片を少址検出した。

SD412はこの調査区南端に東西方向に走る現況水路と平行し、その半分が水路に切られて

いる。検出長6m程度、幅は推定5m程度、深さ 0.9mを測る。断面形は底面は平坦で、壁は

緩やかに立ち上がる。埋土は4陪からなり 、茶褐色土系のものを基調としている。下部になる

に従い砂を多く含む。出土遺物は土師器片を少温検出した。
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溝出土造物

SD401溝出士遺物 (Fig.72) 

184は土師器皿。残存器尚 1.3cm、底径4cm。調整は主としてヨコナデ。底面には糸切り

痕が観察できる。185は土師器杯か。残存器高1.3cm、底径5.4cm。底面は糸きり。186・187・ 

188は瓦質土器。186は火鉢か調整は主としてハケ目の後ナデ。残存器高3.3cm。色調は暗

褐色。187は鍋。残存器忘10cm。調整は内面横方向の細かいハケ目＇、外面ハケ目の後ナデ。

口縁部は短く 、内湾気味に立ち上がる。 188はcm火鉢。残存器高6.2cm。口縁部外面には花

文のスタンプが配されている。調整は内面が細かいハケ目、外面がヨコナデによっている。色

調は灰白色、淡灰黒色を基調としている。189は陶器皿。口径12.3cm、器裔4.3cm、高台径

4.4cm。釉は内面全面と 口唇部に及んでいる。色調は赤褐色・暗褐色を基調としている。

SD406溝出士遺物 (1)(Fig. 73) 

190~195は土師器杯。底面はすべて糸きり。190は口径6.7cm、器高3.5cm、底径3.2cm。

191は口径7.1cm、器漑2.1cm、底径4cm。ほぽ完存する。192は器帝3.1cm。口径底径共

に計測不能。193は口径9.1cm、器高3.4cm、底径4.5cm。内面の一部が黒色、外面の一部

に煤が付落している。ほぼ完存する。194は口径10.1cm、器高2.8cm、底径5cm。195は

口径10cm、器高2.7cm、底径4.4cm。。 196・197・ は瓦質土器の鍋。196で残存器高12.

1cm。調整は内面ハケ目、外面がハケ目の後ナデ。摩耗が進んでいる。内面に黒斑、外面に

煤が付着している。197は残存器高16.9cm。内面に黒斑、外面に煤が付着している。口縁部

はわずかに内湾気味。調整は196同様。198• 199 • 200 • 201は土師器鍋。残存器高5.4cm。

口唇部がわずかに窪んでいる。 199は残存器高8.5cm。調整は内面租いハケ目、外面は摩耗

、184 ~＿こオ85

曇
冒

＝戸二

口
゜

10cm 

Fig. 72 S0401溝出土逍物実測図 (S=l/4)

-54 -



こ 90 こ 91 二＝==--==--== 1 9 2 ロエ言，3

文 4 こ 95

‘̀‘ ミ、
、
＼
ゞ

9―Iロ
_-―
 二

，
 

芦

一登
200ご

―
―
,
 

＼
こ
り
つ

ロ
璽
竺
雪＿＝

゜
10cm 

201 

I 
SD406溝出土遺物実測図(1)(S=l/4) Fig. 73 

- 55 -



＇U□菫203 
喧瞬副躙零I縣削碑麟虞靡` ・

ヽ
‘—• 

A
U
~
 

＿号

□『
ご
―

蓬
圭
一

ヨJ/2ロ プ。7一ーー フロ

て， こJO
10ニ

Fig. 74 SD406溝出土遺物実測図 (2)(S = 1/4) 

が著しく明確でない。外面の一部に煤が付箔している。200は残存器高5.9cm。調整はハケ

目・ナデを基調としている。色調は黒灰色。201は残存器高10.7cm。調整は内面細かいハケ

目、外面ハケ目の後ナデ。外面の摩耗が進んでいる。色調は黒灰色。202は石製品の臼か。長

さ15.6cm、幅16.5cm、厚さ7.1cm。色調は灰褐色を基調としている。

SD406溝出土遺物 (2)(Fig. 74) 

203~205は瓦質土器の火鉢か。203は残存器高5.1cm。調整は内面ハケ目、外面ヨコナデ

による。204は底部付近。残存器高6.8cm。調整は内面がハケ 目の後ナデ及び指頭圧、外面

ナデによる。205は底部。底径35cm、残存器高7cm。調整は摩耗が進んでおり明確でない。

色調は褐色を基調と している。206は青磁皿。残存器高2.3cm。色調は灰緑色を基調として

いる。207は白磁の碗。残存器高4.3cm。色調は乳白色。208は陶器碗。残存器高4.2cm。色

調は灰褐色を基調としている。209は青磁皿。口径10.9cm、器裔3.2cm、高台径4.1cm。釉

は内面と外面下半部まで施されている。口唇部は短く外反する。色調は暗緑色を基調として

いる。210は青磁碗。残存器高1.7cm、窟台径5cm。畳付き部、 高台内面は露胎。 色調は暗

緑色。211は染め付けの皿。口径12.6cm、器高3.4cm。高台径5.6cm。畳付き部、高台内面
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は露胎。内面見込みに露胎の部分が一周する。内面見込みに菊花紋を配する。

SD404 • 412 • 419 • 411溝出土遺物 (Fig.75) 

212~215はSD404出土遺物。212は土師器皿。残存器高1.2cm、底径4.4cm。底面は糸

切り 、色調は淡褐色。やや上げ底気味。213は脊磁碗。残存器高1.3cm、高台径4.7cm。位

付き部、高台内面は露胎。214は瓦質土器の鍋。残存器高5.2cm。調整は内面ハケ目、外面

は煤が付箔しているので観察不能。215は土師器鍋。残存器高10.4cm。調整は主としてハケ

目とナデ、ヨコナデによる。216はSD412出土遺物の皿。口径6.8cm、器高2.1cm、底径3.

6cm。底面は糸切り 。217はSD419出土遺物の皿。口径9.7cm、器高2.8cm、底径4.6cm。

底面は上げ底気味で糸切り。体部は内湾しながら立ち上がる。218はSD411出士遣物の土師

器鍋。口径24cm、残存器高11.1。主たる調整はハケ目 ・ナデによっている。色調は淡褐色 ・

暗褐色を基調とする。

SD410溝出士遺物 (Fig.76) 

219~222は土師器皿。219で口径6.9cm、器高2.2cm、底径4cm。ロクロナデが明確に

観察できる。底面は糸切り。220は残存器高1.2cm、底径5cm。底面は糸切り。主たる調整

はヨコナデ。221は口径8.8cm、器高2.1cm、底径4.8cm。底面は糸切り。底部の器壁が比

~ 21 2 ~ 1 3 

ニニ

4 

SD404溝出土遺物

こ王~1 6
SD412溝出土遺物 こ 17

S0419溝出土遺物

゜
10cm 

SD411出土遺物

Fig. 75 SD404 • 412 • 419 • 411溝出土遺物実測図 (S= 1/4) 
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較的厚い。222は口径9.4cm、器裔3cm、底径4cm。底面は糸き り。 223~229は士師器鍋。

223~225の残存器高はそれぞれ4.6cm• 3.7cm • 9.5cm。主たる調整はハケ目とナデによる。

226は口径30cm、残存器高10.4cm。調整は内面ハケ目、外面ハケ目 ・ナデによる。外面の

一部に煤が付沼している。 228• 229の残存器嵩はそれぞれ10.5cm• 16.4cm。調整は228

が主としてナデ、229が内面ハケ目、外面ハケ目の後ナデとなっている。口縁部がわずかに内

湾傾向にある。230は土師器甕。D径22.2cm。残存器高16.4cm。肩部が発達し、短頚壷の

名称がふさわしいものか。調整は口縁部がヨコナデ、他はハケ目の後ナデを基調としている。

231は白磁の皿。口径7.2cm、残存器高2.2cm。全面に釉がかかる。色調は乳白色を基調と

している。232は染め付けの皿。口径13.6cm、残存器高2.6cm。

SD417溝出土遺物 (Fig.77) 

233~235は土師器。杯底面はすべて糸きり。233は口径10.5cm、器高3.3cm、底径4.2cm。

234は口径10.8cm、器高3.7cm、底径4.2cm。比較的厚い器壁をもつ。235は口径10.3cm、

器高3.5cm、底径4.2cm。236は土師器鍋。残存器高5.7cm。調整は内面櫛状工具によるナ

デ、外面指頭によるナデを基調としている。237• 238は瓦質土器の鍋。残存器裔は双方とも

9.5cmを測る。調整は内面ハケ目、外面ハケ目の後ナデ。口縁部がわずかに外傾傾向にある。

ロニニ4 て二ロ二
236 

0 10cm 

Fig. 77 SD417溝出土遺物実測図 (S=l/4)

-59 -





z
 

M L
 

k
 

J
 

H
 
G
 

F
 
E
 

D
 
c
 

B
 

A
 

SK408 

• ---

3
 

4
 

5
 

|
 

6
 

゜
10 20m 

7
 

8
 

，
 10 

11 

12 

，
 

、
＼

＼

＼

＼

ー

＼

ょ□
‘¥, 

13 

14 

15 

16 

17 

Fig. 80 友貞遺跡4区遺構配置図 (S=l/40} 18 

-61~62 -



VIII．調査の記録ー5区一

この調査区では弥生時代から近世に至までの遺物・遺構を検出した。古い順に遺構・遺物を取

り上げ、特徴的なものの中からその詳細を以下に記載する。

1.土墳と出土遺物

弥生時代・古墳時代・近世の所産と考えられるものを検出した。以下に記載するもので、SK538・

540 • 541 • 550 • 549 • 551 • 528 • 533 • 536は弥生時代、 SK505• 517 • 525 • 526 • 537 • 

542 • 548 • 557は古墳時代、 SK541• 546は近世の所産である。

SK538土壊 (Fig.81) 

C-2グリッドで検出した。上面の平面形は

東西に細長い楕円形を基調としたものと考える

が、他遣構との切り合い・壁の崩落によって検

出時には不定型であった。中心部で東西1.87

m、南北1.07m、深さ0.22mを測る。遺構は

砂混じりの淡黒褐色土に掘り込まれ、底面には

緩やかな起伏がある。壁は比較的角度をもって

立ち上がる。

埋土は2層からなり、上層は黒褐色、下層淡

褐色砂質土である。出士遺物は上層から弥生土

器細片を微呈検出した。

SK538土漿出土遺物 (Fig.82) 

240~242は弥生土器。 240は

亜の頸部付近か。残存器高6.9

cm。外面に2cmの間隔をおいて

＝11
5
A
O
n
 

闘

1m 

1層 ：黒褐色土

2層:::ピ言にここロニ：二万 。

Fig. 81 SK538土堀実測固 (S= 1/40) 

2条の沈線が走る。調整は主とし

てナデ、色調は褐色を基調とす

る。241は甕。残存器高4cm。

外面口縁部下部にはハケ目調整。

色調は淡褐色。 242は甕。残存

器高5.9cm、底径8.2cm。調整

は外面ハケ目、内面ナデによる。

242は土製品の紡錘車。径5.3

cm、厚さ 1.2cm。中央の穿孔は

＝
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Fig. 82 SK538土城出土遺物実測図 (S=l/4)
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H=5.40m 

径0.5cm程度。調整は主としてナデ、色調

は明褐色。

SK540土城 (Fig.83) 

C • B-2グリッドで検出した。上面の平

面形は東西にやや長い楕円形を基調とする

が、南部掘込み部付近が他遣構との切り合

いによって多少変形している。中心部で東

西1.75m、南北1.45m、深さ0.19mを測る。

底面には全体的に緩やかな起伏があり、壁

は北側を除き比較的角度をもって立ち上が

二。

Fig. 83 SK540土城実測図 (S= 1/40) 
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SK540土壊出土遺物 (Fig.84) 

244~246 • 248は弥生土器の壷か。 244

は口縁部付近。残存器高3cm。口唇部は丸

味を帝び外面端部にはエ具による剌突文を

有する。 245は残存器高6cm。口縁部は大

きく外反する。調整は主としてナデである

が、口唇部外面には指頭圧痕が観察できる。

246は頸部付近か。残存器裔7.7cm。2条の

沈線を配する。調整は主としてナデ。色調

は明褐色。 247は甕か。残存器裔9.5cm。断

面三角形の突帯を有し、突帯にはエ具によ

る刺突文がある。 248は壷の底部か。残存器高1.9cm。調整は主としてナデによっている。

10cm 

Fig. 84 SK540土城出土遺物実測固
(S=l/4) 

る。

埋土は黒褐色土 （砂混じり）、淡黄褐色砂

質土の2層からなり、 1屈が埋土の大半を占

める。出土遺物は弥生土器片を微最検出し

た。

SK54 l • 550土城 (Fig,85) 

双方ともB-2グリッドで検出した。SK541は上面の平面形が東西に長い楕円形を呈する

ものである。中心部で東西1.59m、南北0.87m、深さ0.2mを測る。底面は全体的に小さな

起伏があり、南壁寄りが多少深くなっている。底面には小穴が2基存在する。上面からの切り

込みは確認できなかったので当遺構に付随するものか。埋土は黒褐色土系のものを主体とし、

全体的に砂が混在している。出土逍物は弥生土器細片を少羞検出した。
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万
―Fig. 86 SK540土猥出土遺物

実測図 (S= 1/4) 

SK550はSK541に切られている

ので上面の平面形は確定できない

が、概ね楕円形を基調とするものと

考える。中心部で東西1.85m、深

さO.lmを測る。埋土はSK541の

ものと基本的には同質のものであ

る。出土遺物は埋土中から土器細

片を少量検出した。

SK541土城出土遺物 (Fig.86) 

249は壷の胴部付近か。残存器高

4cm。突帯を有し、強いヨコ

ナデにより突帯部分は窪んで

いる。調整は主としてヨコナ

デ・ナデによる。色調は淡褐

色を基調とする。250は鉢も

しくは壷の口縁部か。残存器

高4cm。一部に赤色顔料が

観察できる。

SK549土城 (Fig.87) 

B-1区で検出した。当遺

構はこの調査区が所在する高

畑の北西端に位置し、北部は

地下げによ って削平されてい

る。遺構の切り合いは東側掘

込みをP-5に、西側の掘込

みをSK548に切られている。

検出時の上面の平面形は不定

lm 

1層 ：黒褐色土

2層： 淡黒褐色土
C---

羹―- Dlm

H=5.30m 

Aきこ

H=l.30m 

二 B

゜Fig. 85 SK541 • 550土城実測図 (S=l/40)

゜

H=5.40m 1層 ：黒褐色土

2層： 淡黒褐色土

二□一 ニ - □戸

Fig. 87 SK549土城実測図 (S= 1/40) 
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Fig. 88 SK549土城出土遺物実測図
(S = 1/4) 
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Fig. 89 SK551土壊実測図 (S= 1/40) 

u
o
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Fig. 90 SK528土城実測図 (S=l/40)

型であるが、元来隅丸長方形を基調としたものか。

断面及び土層図作成部分で幅1.47m、1.43m、中

心部で深さ0.2mを測る。底面は小さな起伏があ

り、壁は比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は黒褐色土系のものを基調とし、下部にな

るに従い砂粒を多く含む。出土遺物は主として1

層から弥生土器片 （尭）を少最検出した。

SK549土城出土遺物 (Fig.88) 

251~253は弥生土器。251は蛋の口縁部

付近か。残存器高3.6cm。赤褐色を呈 し主

たる調整はナデ。252は甕。残存器高8.2

cm。2条の突帯を有し、そこに刺突文を配

する。調整は指頭又はエ具によるナデを主

体としている。色調は赤褐色を呈する。253

は甕。残存器高4.2cm、底径6cm。調整は

外面がハケ目の後ナデ、内面がナデを主体

としている。

SK551土壊 (Fig.89) 

D・ E-4グリッドで検出した。上面の平

面形は不定型を呈する。遺構の切り合いは

掘込み西部をP-7に切られている。

中心部で南北1.75m、東西1.5m程

度、深さ0.2mを測る。底面にはわず

かな起伏があり 、北寄りがわずかに

―

―
-
―
―
-
―
 

m

o

 

ー
土

土

色

土

色

m紐
で
町

淡

淡

淡

ほ

．
 

層

層

層

1
2

3

 ロ
深くなっている。

埋土は黒褐色土系のものを基調と

し、 全体的に砂粒を多く含有してい

る。出土遺物は埋土上層から弥生土

器片を微益検出した。

SK528土堀 (Fig.90) 

当遺構と次に記載する SK533は

SK551以前に記述した一連の土城群

と違う形態を示している。そのため
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逍構番号は昇べき順にはなって

いない。

この土壊はC-3グリッドで

検出した。上面の平面形は南北

に長い隅丸長方形を基調として

いる。中心部で南北1.23m、東

西0.89m、深さ0.6mを測る。底

面は舟底状を呈し、壁は湾曲し

ながら角度をもって立ち上が

1層 ：淡黒褐色土（黄色粘土

ブロック多含む）
2層 ：黒色土
3層：黄色粘土
4層：黒色土 （黄色粘土
ブロック含む）

る。

埋土は3層に分層できる。こ

の遺構の形態から、土壊墓の可

能性をあったのでセクションの

精査を行ったが、土城墓であるための積

極的な資科は得られなかった。出土遺物

には弥生土器片がある。

SK533土城 (Fig.91) 

E-2グリ ッドで検出した。上面の平

面形は円形を基調とするが、東西方向が

やや長い。北西端で小穴を切っている。

中心部で東西1.02m、南北0.96m、深さ

0.76mを測る。底面は舟底状を呈し、壁

は急角度で立ち上がる。南西部の掘込み

晶＿
lm 

Fig. 91 

ーピ

゜SK533土城実測図 (S=l/40)
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Fig. 92 SK530土城実測図 (S= 1/40) 

下O.lm付近には狭溢な弧状を呈する平坦部がある。

埋土は黒色土系のものを基調とし、出土遺物には少量の弥生土器片がある。

SK536土城 (Fig.92) 

E-4グリ ッドで検出した。上面の平面形は不定型を呈するが、元来隅丸長方形を呈してい

たものと考える。他逍構との切り合い関係はP-7• SK551を切っている。底面は舟底状を

呈し壁は直角に近い角度で立ち上がる。中心部で東西0.6m程度南北0.86m、深さ0.45mを

測る。

埋土は3層に分層できる。出土遺物は図中の弥生土器（高杯）

SK536土城出土遺物 (Fig.93) 

のほか弥生土器片が微藷。

254は弥生土器の高杯。鋤状口縁を呈し、口径18cm、残存器高21.1cm。調整は口縁部ヨ
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10cm 

＇ ゜Fig. 93 SK536土堀出土遺物実測図 (S= 1/4) 

H=5.3Om 

lm 

Fig. 94 SK505 
土城実測図

(S = 1/4) 

コナデ、その他は主としてナデによ

る。色調は淡褐色を基調とする。

255は甕。残存器高8.2cm、底径

9cm。調整は内面ナデ、外面は摩耗

が進んでおり明確でない。

SK505土城 (Fig.94) 

G -5グリッドで検出した。上面

の平面形は円形を基調とするが、南

部掘込み付近で小穴と切り合ってい

る。中心部で径0.8m程度、深さ

0.85mを測る。底面は掘込み面の

径に比して狭く径〇．25m程度であ

る。壁はゆるいカープを描きながら

比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は上層の黒色土、下層の淡黒

褐色土に大別できる。出土遺物は上

層の掘込み下0.2mの範囲に集中し、

またその位置も中央部に偏っていた。これらの遺物はこの造構

゜

がほとんど埋まりかけていた時期に投棄または埋置されたもの

と考える。出土造物には土師器（甕 ・高杯）等がある。一括遺

物と考える。

SK505土壊出土遺物 (Fig.95) 

256・~260は土師器。256• 257は土師器甕。256で残存器

嵩9.8cm。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内

面ヘラケズリ、ハケ目による。257は口径17cm、器高24.6cm。

ほぼ完形品。口縁部は内湾し、口唇部は摘みあげによって先鋭

化している。外面肩部に櫛状工具により波状紋を施亀している。

調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ヘラケズ

リによる。258は2重□縁の壷。口径20.5cm、器高33cm。ロ

縁部は大きく外反する。頸部はほぽ直立し下半部に断面台形の

突帯を状有する。調整は口縁部・頸部内外面ヨコナデ、外面胴部上半部ナデ、下半分ハケ目、

底部付近ハケ目の後ナデ、内面胴部ヘラケズリによる。 259は壷。残存器高8.7cm。調整は ．

ョコナデ・ナデ ・指頭圧による。260は台付き杯。口径8.8cm、器高7.7cm、脚径10.1cm。
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256 

260 

゜
10cm 

Fig. 95 SK505土壊出土遺物実測図 (S= 1/4) 

脚部に一ヶ所焼成前の穿孔を有する。調整はヨコナデ ・ナデによる。

SK517土坂 （Fig.96) 

E-4グリッドで検出した。上面の平面形は元来東西にやや長い楕円形を基調としていたも

のと考えるが、他遺構と切り合っているため検出時には不定型を呈していた。他遺構との新

旧関係は当遺構が新。 中心部で東西0.9m程度、南北0.73m、深さ 0.46mを測る。底面には

わずかな起伏があり、壁は小さくカープを描きながら比較的角度をもって立ち上がる。また、

掘込み南面を除き壁寄りに深さ0.lm付近に平坦部がある。

埋土は2層に分層でき黒褐色土系のものを基調としている。出土遺物には土師器（壷 ・小型

丸底増等）がある。図化しているものは底部直上で検出したもののみである。
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グ

10cm 

1層 ：黒褐色土

2層：淡黒褐色土
3層：淡黒褐色土
（粘土まじり）

lm 
H=530m 

｀ ゜Fig. 95 SK517土城実測図 (S= 1/40) 

Fig. 97 SK517土城出土遺物実
測図 (S= 1/4) 

H
1
1
5

.3(―ヨ

／
 lm 

1層：黒色士 ＿ ー＿

2層：黒褐色土

ーシ仁

H=530m 

Fig. 98 SK525土城実測図
(S = 1/4) ゜

SK517土堀出土遺物 (Fig.97) 

261 • 262は土師器蛋。2個体共ほぽ完形品。261

で口径8cm、器高8.5cm。調整は口縁部ヨコナデ、外

面体部ハケ目、内面ヘラケズリを主体としている。

262は口径9cm、器商 14cm。調整は口縁部ヨ コナ

デ、体部外面ナデ、内面ヘラケズリによる。

SK525土城 (Fig.98) 

D~C-3グリッドで検出した。上面の平面形は不

定製を呈するが、元来楕円形を基調としていたもの

と考える。中心部で南北0.8m、東西0.75m、深さ0.25

_
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mを測る。底面の状況は遺構南半と北半では、レペル差があ り最大

0.15mを測る。中心部浙面では舟底状を呈する。

埋土は2層に分層でき、黒褐色土系のものを基調としている。出

土遺物は土師器が少泣出土した。図中にあるものは小型丸底増。完

形品である。

SK525土城出土遺物 (Fig.99) 

263は土師器小型丸底柑。口径9.2cm、器高8.2cm。口縁部外面

ハケ目 ・ヨコナデ、内面ヨコナデ、胴部外面ハケ目 ・ナデ、内面へ

- 70 -



ラケズリを主体とする。

SK526土城 (Fig.100) 

C-4 • 5グリッドで検出した。上面の

平面形は南北にやや長い楕円形を基調と

している。中心部で東西0.63m、南北0.

74m、深さ0.59mを測る。底面は舟底状

を呈し壁は多少カープを描きながら垂直

に近い角度で立ち上がる。

埋土は3層に分層でき、黒褐色士・褐色

土系のものを基調としている。出土遺物

には土師器 （甕）があり、その大半が底

~4 

ニ1
2113ロ
゜

lm 

Fig. 100 SK526土城実測図 (S=l/40)

¥ ’ 

゜Fig. 101 SK526土壊出土遺物実測図 (S= 1/4) 
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面付近で検出 した。一括遺物と考える。

SK526土城出土遺物 (Fig.101) 

264は土師器杯。口径10.8cm、器高4.2cm。調整は指頭によるナデ・エ具によるナデを主

体としている。ほぽ完形であり、赤色顔料が残る。外面の一部に黒斑有り。色調は淡褐色。265

は甕の底部か。残存器高4.3cm。調整は外面ハケ目、内面ナデによる。内外面の一部に煤が

付着している。266は土師器甕。口径11.4cm、残存器高11.1cm。調整は主としてナデ。267

は土師器甕。口径14.9cm、器高22cm。口縁部器壁は比較的厚く外反する。胴部は概観して

砲弾型を呈する。調整は口縁部ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ナデによる。268は土師器甕

口径21.6cm、器商37.3cm。底部はわずかに平底状の様相を呈する。口縁部は外反傾向にあ

る。調整は口縁部ヨコナデ、胴部外面上半タタキ、下半ハケ目、内面ハケ目を主体としてい

m
 

＿

ー虐
l

-

H=5J0m 

｀ 

る。

゜Fig. 102 SK537土堀実測図
(S=l/40) 

SK537土城 (Fig.102) 

D-5グリッドで検出した。上面の平面形は東西にやや長い

楕円形を呈する。西部掘込み付近を小穴に切られている。中心

部で東西0.67m、南北0.62m、深さ0.36mを測る。断面形は

逆台形状を基調とするが、底面はわずかに舟底状を呈する。

埋士は2層に大別でき、 上層黒色土、下層淡黒褐色土からな

っている。図中の検出遺物は土師器の甕。上層の黒褐色土中か

らの検出である。その他、埋土全域から土師器を検出したが、

いずれも細片であり、図化できなかっ

た。

SK537土城出土遺物 (Fig.103) 

269は土師器甕。口径18cm、器高

25.1cm。口縁部は内湾傾向にある。調

整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面

ハケ目・ナデ、内面ヘラケズリによる。

9割方残存する。外面の一部に煤が付箔

している。

゜Fig. 103 SK537土城出土遺物実測図 (S= 1/4) 
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SK542土城 (Fig.104) 

B-3グリッドで検出した。上面の平面形は南北に

長い楕円形を基調としている。中心部で南北0.91m、

東西0.73m、深さ 0.7mを測る。底面には小さな起伏

があるが、概ね平坦であり、壁は小さくカープしなが

ら角度をもって立ち上がる。

埋土は上層黒色土、下層淡黒褐色土から成っている。

検出遺物はに図中にある土師器壷と壁ぎわで検出した

自然石、土師器細片である。

SK542土吸出土遺物 (Fig.105) 

270は土師器壷。口径8.6cm、器高10.6cm。口縁

部は大きく外反し口唇部は摘み上げの様相を呈する。

調整は主としてヨコナデ・ナデ・ヘラケズリによる。

完形品である。271は土師器甕。口径16.3cm、残存

器高5.2cm。調整は主としてヨコナデ。内面の一部

に黒斑部分有り。

SK548土城 (Fig.106) 

B-lグリッドで検出した。上面の平面形は南北に

長い楕円形を基調としている。他遺構との切り合い関

係は当遺構がSK549を切っている。中心部で南北0.85

m、東西0.61m、深さ0.42mを測る。底面は舟底状

を呈し、壁は四方ともカープを描きながら比較的角度

をもって立ち上がる。

埋土は上層黒色土、下層淡茶褐色土（砂混じり ）に大別

できる。検出遺物には土師器（壷．杯）がある。図中にあ

るように一括して下層からの検出である。これらの遺物は

ほぼ完形であった。

ーこ］——
H=5.40m 1 m 

゜Fig. 104 SK542土墟実測図
(S = 1/40) 
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□ 1 

Fig. 105 SK542土堀出土遺物
実測図 (S= 1/4) 

｀ 

1m 

゜Fig. 106 SK548土城実測図(S=l/4)
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口

Fig. 107 SK540土城出土遺物
実測~ (S= 1/4) 

＼ 

1層 ：淡黒褐色土
（砂混り）

2層 ：黒褐色土
3層： 暗黒褐色土
4層；黒褐色土
5層： 暗茶褐色土

□□＼旦

久じ
藷

゜

H=5.30m 

こB

SK548土壊出土遣物 (Fig.107) 

272は士師器杯。口径15cm、器高6cm。調

整は口唇部はわずかに外反する。調整は口縁

部内外面ヨコナデ、 他はハケ目 ・ナデを主体

としている。273は土師器盗。口径10.9cm、

器高14cm。口縁部は直立傾向にあるが、 口

唇部に至りやや外反傾向を見せる。調整はロ

縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ナデ、内面ハ

ケ目を主体としている。274は土師器蓋。ロ

径11cm、器高14.5cm。口縁部は外傾しなが

ら直線的に立ち上がる。調整は口縁部外面ヨ

コナデ ・ハケ目、内面ヨコナデ、胴部外面ハ

ケ目 ・ナデ、内面ヘラケズリによる。

SK557土城 (Fig.108) 

A-5グリッドで検出した。上面の平面形

は東西にやや長い楕円形を基調としている。

遺構掘込み付近の東側、南側を水田耕作のた

めの地下げによ って一部削平されている。中

心部で東西0.79m、南北0.74m、深さ0.63m

を測る。底面は掘込み面に比して狭く幅0.3~

0.4m程度で、断面舟底状を呈する。壁は東寄

りが垂直に近い角度で立ち上がるのに対し、そ

の他はなだらかなカープを描きながら立ち上

がる。

埋土は5層に分層でき黒褐色土系のものを

基調としている。出土遺物は士師器甕がある。

図化しているものは2個体のみであるが、土

器片の状況から考えて少なくとも 3個体以上

のものが一括して埋置されていたものと考え

る。

゜
lm 

Fig. 108 SK557土城実測図 (S= 1/40) 
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Fig. 109 SK557土城出土遺物実測固（S= 1/4) 

SK557土城出土遺物 (Fig.109) 

275は杯。器高3cm。調整はヨコナデを主体としている。 276は小型丸底対、残存器裔5.

1cm。調整は口縁部ヨコナデ、胴部内面ヘラケズリ 。277は小製丸底増。口径6.1cm、器高

5.7cm。ほぼ完形品。調整は口縁部ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ナデを主体としている。

278は壷の頸部付近か。残存器高15.2cm。調整は内面口縁部付近ナデ、胴部付近ヘラケズリ、

外面ナデによる。頸部外面には2条の沈線がある。279は甕。口径14.2cm、器裔24.9cm。完

形品である。口縁部は直線的にのびる。口唇部にはわずかに摘み上げの痕跡が確認できる。調

整は口縁部外面ヨコナデの後ハケ目、内面ヨコナデ、胴部ハケ目 ・ナデ内面ヘラケズリによ

る。280は椀。口径11cm、器高7.6cm。口唇部はわずかに外反傾向にある。調整は口唇部ヨ

コナデ、他はナデ・ハケ目を主体としている。外面の一部に黒斑部分がある。
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2.井戸と出土遺物

今回の調査で3基検出した。531• 532では埋土下陪から甕を一括して検出し、井戸の廃棄

の際の祭祀を考える上で良好な資料を得ることができた。以下その詳細を記す。

SE513井戸 (Fig. 110) 

E-4グリッドで検出した。遺構掘込みの東半分は他遺構と複雑に切り合っている。その切

り合いは当遺構が全て切られている。上面の平面形は隅丸方形を基調としている。中心部で

一辺0.95m程度、深さ l.llmを測る。底面は舟底状を呈 し、壁は小さくカープしながら垂直

に近い角度で立ち上がる。

埋土は3層に分層でき、黒褐色土系のものを基調としている。出土遺物には弥生土器片があ

る。その大半は2層からで比較的まとまった最を検出した。

SE513井戸出土遺物 (Fig.111) 

281は杯。口径9.6cm、器高3.1cm。i炎褐色を呈し、主たる調整はナデ。282は杯。口径

11.2cm、器高3.7cm。主たる調整はナデ。色調は褐色を基調とし、外面の一部に黒斑部分有

り。 283は鉢。口径15cm、器高8.7cm。口縁部はわずかに内傾する傾向にあるが概ね直線的

に立ち上がる。284は奏。残存器高3.6cm主たる調整はナデ。285• 286は壷。同一個体可

能性が高いが接点がない。285で残存器高9.4cm。外面頸部～肩部にかけて櫛状工具による

施紋がある。調整はナデを主体としている。色調は茶褐色を基調としている。286は残存器高

3.5cm、底径6.4cm。調整は内

忌
r-11
=

11111 

H4.l0m 

Fig. 110 

! i 1'’ 
ililill11ill 

1層：暗褐色

2層：黒褐色土
（黄色粘土プロック多含む）

3層 ：黒色土 （粘質）

SE513井戸実測図 (S= 1/40) 
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゜

外面共にハケ目 ・ナデによる。

287は高杯の脚部。残存器高

7.3cm。脚部と裾部の境に沈線

を有する。

SE531井戸 (Fig.112) 

E-2 • 3グリッドで検出し

た。上面の平面形は掘込み面の

崩落のため不定型を呈するが、

元来円形を基調としていたもの

と考える。他遣構との切り合い

関係は、当遺構がSB556を切

っている。素掘りで2段掘りの

井戸である。中心部で東西1.83

m、南北1.73m、深さ1.47mを

測る。1段目の深さは0.1~
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0.15m程度で、そこ

から垂直に堀り込ま

れている。ただし、

壁面下半部は崩落の

ため大きく外側に突

出している。底面は

幅0.6~0.7m程度で

ある。

埋土は4層に分層

でき 、黒色土系のも

のを基調としている

が4層には淡青灰色

土を検出した。出土

遺物の大半は土師器

の甕。遺物は1~3層

で検出した

が、3屠から

はほぽ完存す

る甕を7個体

分検出した。

井戸が廃棄さ

れてからある

程度の時間が

たってからこ

れらの土器が

埋置 （埋納）

された状況を

示している。
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Fig. 111 SE513井戸出士逍物実測図 (S= 1/4) 
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1層 ：淡黒褐色土
2層 ：黒褐色土
3層 ：黒色土 （粘質）
.4層 ：淡青灰色土

（黒色士混入）
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Fig. 112 SE531井戸実測図 （S= 1/40) 

-77 -



！ J 

へ‘

＂ぶ

＼ 

ヽ

'̀― 、

` だ| ` ~7 9 9、̀
＼ 

゜
10 20cm 

Fig. 113 SE53 l井戸出土遺物実測屈（1)(S = 1/4) 
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SE531井戸出土遺物(1)(Fig. 113) 

288~293は土師器甕。293はほぽ完形、他は全て完形品である。288で口径15.1cm、器

商21.9cm。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ヘラケズリによる。色調は

暗褐色を基調とし、外面の一部に煤 ・炭化物が付滸 している。289は口径16.2cm、器尚23.5

cm。口縁部はわずかに内湾しながら立ち上がる。調整は口縁部内外面がヨコナデ。胴部外面

は摩耗が進んでいるが、わずかにハケ目が観察できる。内面はヘラケズリ。色調は褐色を基

調とする。外面の一部に煤、内面に炭化物が付着している。290は口径17cm、器高26.3cm。

調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外

面ハケ目、内面ヘラケズリ、 一部にハ

ケ目が観察できる。外面に鉄鐸状物質・

煤が多量に付着している。291は口径

16.3cm、器商24.7cm。この中ではロ

縁部が大きく開いている。調整は口縁

部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内

面ヘラケズリ ・指頭圧による。この個

体も外面に鉄鐸状物質 ・煤が多温に付

着している。292は口径16.4cm、器忘

24.2cm。口縁部は比較的角度をも って

立ち上がる。調整は口縁部内外面ヨコ

ナデ、胴部外面ナデ ・ハケ目、内面へ

ラケズリによる。この個体も外面に鉄

鐸状物質・煤が多最に付着 している。

293は口径16.3cm、器高23.1cm。調

整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面

ハケ目、内面ヘラケズリによる。内面

に鉄鐸状物質が多量に付着している。

SE531井戸出土遺物 （2)(Fig. 114) 

294~296は胴部外面に櫛状工具によ

る施紋を配されている一群。294で口

径16.3cm、残存器高12.2cm。調整は

口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ

目・ナデ、内面ヘラケズリによる。295

は口径14.4cm、残存器高17.1cm。調
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Fig. 114 SE531井戸出土遺物実測図 (2)
(S = 1/4) 



整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ヘラケズリによる。外面の一部に煤が付

着している。296は完形品。口径15.6cm、器高22.1cm。口縁部は比較的角度をもって立ち

上がる。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目 ・ナデ、内面ヘラケズリによる。

SE532井戸 (Fig.115) 

E-2グリッドで検出した。上面の平面形は元来円形を基調としていたものと考えるが、壁

面の崩落、他遺構との切り合いによって不定型となっている。当遺構もSB556を切っている。

中心部で東西1.7m、南北1.64m、深さ1.13mを測る。当遺構も壁面の崩落により断面も元

来の姿を止めていないが、SB531井戸同様、素掘りの2段掘りのものであったものと考える。

底面は幅0.55~0.65m程度を測り、小さな起伏がある。

埋土は3層に分層でき、淡黒褐色土系のものを基調としている。出土遺物には土師器・木片

がある。土師器の大半は1層上半から検出したがいずれも細片であった。3層からは図中にあ

る、土師器甕を検出した。完形であり、底面直上の検出である。

SE532井戸出土遺物 (1)(Fig. 116) 

この挿図に掲載しているものは全て1層検出のもの。これらはこの井戸がほとんど埋まりか

けた状況のときまとめて投棄された様相で検出したものである。297~299は手捏。297で口

径4.2cm、器高1.8cm。ほぽ完存し、色調は淡褐色。外面の一部に黒斑部分あり。 298はロ

径4.5cm、器高3.9cm。ほ

H=520m 

lm 1層： 淡黒褐色土
2層：淡黒褐色土
（淡茶褐色粘土

含む）

3層：黒褐色土
（淡青灰色粘土

ブロック含む）

゜

=
11
5
2
0
m
 

一

Fig. 115 SE532井戸実測図 (S= 1/40) 

ぽ完存する。299は残存

器高5.1cm。色詞は淡褐

色を基調とする。300は

壷。口径9.6cm、器高7.5

cm。主たる調整はヨコナ

デ。 301は高杯の杯部。

口径11cm、残存器高3.8

cm。調整はヨコナデ・ナ

デによる。302は高杯の

脚部。脚径10.6cm、残存

器高9.5cm。調整はハケ

目・ナデ・ヨコナデを基調

としている。303・304は

同一個体の可能性がある

が、接点が無い。303で口

径17.4cm、残存器高5.8
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Fig. 116 SE532井戸出土遺物実測図 （1)(S = 1/4) 
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Fig. 117 SE532井戸出土遺物実測図 （2)(S=l/4) 
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cm。主たる調整はヨコナデ。304は脚径12.2cm、残存器高9.6cm。調整はヨコナデ ・ナデ

を基調とする。305~311は甕。305は口径12.8cm、残存器高12.4cm。口縁部は比較的角

度をもって直線的に立ち上がる。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ヘラ

ケズリによる。306• 307の残存器高はぞれぞれ8.5cm• 6cm。308は口径13cm、残存器高

7.3cm。309は口径17.1cm、残存器高9.5cm。口縁部はわずかに内湾傾向にある。310はロ

径15.2cm、残存器高19cm。口唇部はわずかに摘み上げの状況が観察できる。311は口径14.4

cm。残存器高23.4cm。口縁部はわずかに内湾しながら立ち上がる。調整はD縁部内外面ヨ

コナデ、胴部外面ハケ目、内面ヘラケズリ による。

SE532井戸出土遺物 (2)(Fig. 11 7) 

312はFig.114で図化している個体。口唇部が外側に突出しているタイプ。口径16.4cm、

器高24.6cm。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ヘラケズリによる。色調

は灰褐色 ・淡褐色を基調としている。内外面に煤が付着している。313口径16.9cm、残存器

忘24.3cm。口縁部は内湾しながら立ち上がる。口唇部は外側に摘み上げられた状況がある。

調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、内面ヘラケズリによる。色調は茶褐色を基

調とする。314は壷。二重口縁状を呈する。口径25.2cm、残存器高20.5cm。口唇部上面は

ヘラ状工具によるヨコナデが施されている。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ハケ目、

内面ヘラケズリによっている。色調は明褐色を基調としている。

3.掘立柱建物と出土遺物

今回の調査で検出した掘立柱建物は、確実なもので10棟を数える。同地区の小穴（柱穴）

の所在状況から判断すると、最大12~3棟は所在したものではなかろうか。今回確認した建

物の内訳は、1間X1間のものが9棟 （内1棟は棟持柱様の小穴を持つ）、3間X4間のものが

1棟となっている。その年代は、弥生時代の所産と考えるが、 3間X4間のそれも同時代だと

する積極的な資料は得ていない。規模 ・形態から判断すると、むしろ中世の所産である可能

性が高い。ただし、それにしては柱穴間の距離が不揃いである。それらの詳細を以下に記す。

SB502掘立柱建物 (Fig.118) 

G • H -3 • 4cmグリッドに所在する。1間X1間の建物である。桁行2.66~2.74m、梁行

2.52~2.6mの規模を有する。長軸をN-3°-Eにとる。柱穴掘り方は円形 ・楕円形を基調

とし、径0.6~0.8m、深さ0.6m程度である。梁間に径0.3~0.4m、深さ0.2~0.25mの小柱

穴を配している。棟持ち柱の機能があるものか。柱痕跡はP-1 • 3で検出 し、径0.2m程度

を測る。

埋土は3層に分層でき、黒色土系のものを基調と している。下層になるに従い砂粒を多く含

む。埋土中から弥生土器細片を微最検出した。
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Fig. 122 SB554堀立柱建物実測図
(S = 1/80) 

SB503掘立柱建物 (Fig.119) 

F • G - 3 · 4 グリッドに所在する 。 1 間 X 1間の建物である。桁行2.42~2.64m、梁行2.28

~2.44mの規模を有する。長軸を N-57° -Eにとる。柱穴掘り方は楕円形を基調としたも

のか。径0.5~0.7m、深さ 0.6~0.7m程度を測る。柱痕跡は全ての柱穴で確認し、径0.15~

0.2m程度を測る。

埋土は3層に分層でき、黒色士、茶褐色土系のものを基調としている。2層には黄色粘土プ

ロッ クを多く検出した。P-2の3層下部では木片が確認できた。選物は埋土中から弥生土器

片を微最検出したが、いずれも細片であった。

SB552掘立柱建物 (Fig.120) 

G • H-5グリッドに所在する。1間X1間の建物である。P-4は調査区外に及んでお り、

水田耕作の際の地下げにより既に削平されている。桁行2.77m、梁行2.28mを測る。長軸を

N-83° -wにとる。柱穴の掘り方は円形 ・楕円形を基調としている。径0.5~0.6m、深さ

O.Sm程度を測る。柱痕跡はP-3 • 4で検出し、0.15~0.18mを測る。

埋土は3層に分層でき、黒色土 ・茶褐色土系のものを基調とする。埋土中からは弥生土器を
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Fig. 125 SB559堀立柱建物実測図 (S= 1/80) 

微盪検出したが、いずれも細片であり図化できない。

SB553掘立柱建物 (Fig.121) 

D・C-4・5グリッドに所在する。1間X1間の建物である。桁行3.34m、梁行2.85~2.9

mの規模を有する。長軸をN-80° -Wにとる。柱穴の掘り方は、他小穴と切り合いが檄

しく元来の姿は明確ではないが、楕円形を基調としていたものと考える。径0.6~0.85m、深

さ0.55~0.6m程度を測る。柱痕跡はいずれの柱穴でも確認できなかった。

埋土は黒褐色土を基調としている。出土遺物は埋土中から弥生土器を微最検出したが、細片

のため図化できない。

SB554掘立柱建物 (Fig.122) 

D-3 • 4グリッドに所在する。1間X1間の建物である。桁行3.2~3.4m、梁行2.38~2.6

m の規模を有する 。 長軸を N-10• -Eにとる。柱穴の掘り方は不定型を呈する ものもある

が、元来楕円形を基調としていたものと考える。柱穴規模は径0.6~1.0m、深さ 0.5~0.7m

である。 SB562と切り合い関係にあるが、柱穴どうしの切り合いはなく、 SB562が中世の所
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産であるという積極的な資科が得られないの

で新旧関係は不明。柱痕跡はいずれの柱穴で

も確認できなかった。

埋土は上層黒色土、下層淡黒褐色土に大別

でき、 下層になるに従い砂粒が増す。埋土中

から弥生土器細片を微漏検出した。

SB555掘立柱建物 (Fig.123) 

D-5グリッドに所在する。1間X1間の

建物である。桁行3.48~3.62m、梁行2.61

~2.72mのの規模を有する。長軸の方向は

ほぽ東西にとる。柱穴の掘り方は円形・楕円

形を基調としている。径0.5~0.75m、深さ

0.45~0.5mを測る。SK591と切り合いを

もち、当遺構が旧。柱痕跡はP-1のみで検

出し、径0.15m程度を測る。cm埋土は3層

に分思でき、黒色土 ・黄褐色土を基調として

いる。埋士中から弥生士器を検出したがいず

れも細片であった。

SB556掘立柱建物 (Fig.124) 

E・F-2・3グリッドに所在する。1間X1間の建物である。桁行3.06~3.lm、梁行2.66
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口
Fig. 126 SB562堀立柱建物実測図

(S = 1/80) 

~2.7mの規模を有する。長軸をN-83°-Eにとる。柱穴の掘り方は楕円形を基調とする

もので、径0.5~0.8m、深さ0.45~0.65mを測る。他遺構との切り合いはSE531• 532と有

し、当遺構が古。柱痕跡は4柱穴とも確認できなかった。

埋土は上層黒色土、下層淡黒褐色土からなり、 出土遣物は土器細片のみ。

SB559堀立柱建物 (Fig.125) 

E・F-4・5グリッドに所在する。1間X1間の建物である。桁行3.76~3.82m、梁行3.02

~3.04mの規模を有する。長軸をN-81°-Eにとる。柱穴の掘 り方はP-1• 4とP-2 • 

3でその規模に差異があり、前者の規模が大。径0.8~1.85m、深さ0.6~0.7mを測る。他遺

構との切り合いはないが、SB563と重複関係にある。新旧関係は不明。

埋土は黒褐色土、茶褐色土を基調としている。埋土中から弥生士器片を少温検出した。

SB562揺立柱建物 (Fig.126) 

E ・_F-4 • 5グリッドに所在する。1間Xl間の建物である。桁行3.15~3.23m、梁行2.45

~2.58mの規模を有する。長軸をN-72°-Eにとる。柱穴の掘り方は円形 ・楕円形を基調
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~0.7m、深さ 0.35~

0.55mを測る。他遣構

との切り合い関係はP

-1がSK517に切られ

ている。
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SB563堀立柱建物実測図（S= 1/80) 
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堀立柱建物・柱穴出土遺物実測図 (S=l/4)

埋土は黒褐色土、茶

褐色土を基調としてい

る。埋土中から弥生土

器片を少拡検出した。

SB563掘立柱建物

(Fig. 127) 

D・E-4グリッドに

所在する。 3間X4間の

建物である。桁行4.83

~5.13、梁行3.77~ 

3.89mの規模を有す

る。長軸をN-78°

Eにとる。柱穴は 1間

X l間のものより小振

で、柱間も不均等であ

る。柱穴の掘り方は円

形 ・楕円形を基調とし

たもので、径0.25~0.6

m、深さ0.18~0.5mを

測る。他遺構との切り

合いはSB554と有して

いるが、新旧関係は明

確にできなかった。

埋士は黒褐色土、茶

褐色士を基調としている。埋土中から弥生土器片を少量検出した。

掘立柱建物柱穴検出遺物 (Fig.128) 

315 • 316は弥生土器の甕か。残存器高はそれぞれ5.6cm• 4.2cmを測る。双方とも口縁部
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外面に突帯を有し、そこに刺突文が配されている。調整は主としてナデによっている。317は

弥生土器の甕。口径22cm、残存器高4.6cm。調整は口縁部外面ヨコナデ ・ハケ目、内面ヨコ

ナデによっている。

4.周溝状遺構と出土遺物

佐賀市域では平成元年度に久保泉町で検出したのが最初で、それ以降比較的まとまった数を

現在までに検出している。しかし、この金立町での検出は今回が初めてである。

SR504周溝状遺構 (Fig.129) 

A~C-4 • 5グリッドで検出した。上面の平面形は瓢形を呈するが、高畑であるこの調査

区の東端に位置するため東周溝の一部を水田耕作のための地下げにより削平されている。溝

の幅は0.3~1.05m、深さ 0.15m程度を測る。周溝内側の方祉は西側で最大径南北3m程度、

東側で最大径4.55m程

度を測る。他遺構との切

り合いは小穴とあるの

み。埋土は2層に分層で

き、1層黒褐色土、2層

茶褐色土からなってい

る。出土遺物は埋土中か

ら弥生土器細片を少最検

出した。

SR504周溝状遺構出

土遺物 (Fig.130) 

318 • 319は弥生土器

の甕。残存器裔はそれぞ

れ3.7cm・4.3cmを測る。

調整は口縁部内外面ヨコ

ナデ、胴部外面ハケ目・

ナデを基調としている。
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Fig. 129 周溝状遺構実測図 (S= 1/80) 
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5.溝と出土遺物

この調査区で1条検出した。時期的には出土逍物から見て中世の所産と考える。

S0501溝 (Fig.131) 

D~H -1~3グリッドで検出した。当調査区は高畑であるが、ここの北辺に平行して東西

方向に走る。当遺構はH-3グリッド付近から延びているが、西端を近現代の井戸により破

壊されている。検出全長18m程度、幅1.2~2.lm、深さ0.4~0.6mを測る。ほぼ直線的に延

ぴる。この店畑を囲むように検出東部で南折する可能性もあるが、そのコーナーと考えられ

る部分が調査区外にあり 、確認できなかった。溝断面形は浅いU字形を呈する。

埋土は2層に分層でき、上層暗褐色土、下層暗灰褐色士からなっている。出土遺物は埋土中

から土師器片を少溢検出した。

SD501溝出土遺物 (Fig.132) 

320は土師器皿。口径9.2cm、器高2.2cm、底径5.6cm。底面は糸きり。321は瓦質土器

の鉢か。残存器高3.3cm。調整はナデ ・ヨコナデを主体としている。322は須恵器質土器の

鉢か。残存器高4.4cm。調整はヨコナデ・ナデを基調としている。色調は灰黒色を呈する。
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Fig. 131 S0501溝実測図 (S= 1/200 • 1/40) 
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IX．調査の記録ー6区一

1.土濃と出土遺物

調査区の西半部で検出した。出土造物が少なく、遺構の所属する時期は明確ではないが周辺

の遺構の状況や埋土の色調から判浙すると中世～近世に入る時期と考える。

SK604土城 (Fig.134) 

L-3グリッドで検出した。上面の平面形は東西にや

や長い隅丸長方形を碁調とする。中心部で東西1.41m、

南北0.107m、深さ 0.52mを測る。底面はほとんど平

坦。壁は比較的角度をもって立ち上がる。

埋土は2層に大別でき、上層茶褐色土、下層淡褐色土H=5.00m 1 m ， 

（
 
直
゜Fig. 134 SK604土墟実測図

(S = 1/40) 

゜

“,' 
H=5,00m 

lm 

Fig. 135 SE603井戸実測図
(S = 1/40) 

からなっている。出土遺物は土器微細片を検出したが、

図化できるものはなかった。

2.井戸と出土遺物

調査区西半部で1基検出したのみである。この井戸の

所属する時期は、出土遺物から判断して近世の所産と考

える。

SK603井戸 (Fig.135) 

J -3 • 4グリッドで検出した。上面の平面形は円形

を基調とするが、北端部で他造構と切り合いをもち、不

定型となっている。切り合い関係は明確にできなかった。

中心部で束西0.91m、南北0.87m、深さ 1.16mを測る。

底面は概ね平坦。断面形は掘込み下0.5m付近で壁の崩

落のため大きく外側に湾曲している。そのためその下部

では稜線を形成している。

埋土は3層に大別でき、 上層から淡黒褐色土、淡褐色

土、灰褐色土 （粘質）となっている。出土遺物は埋土中

から土師器片を少温検出した。

SK603井戸出土遺物 (Fig.136) 

323は瓦質土器の揺鉢か。残存器高9.5cm。主たる調

整はハケ目。外面に煤が付滸している。324は土師器皿。

口径9cm、器高2cm、底径6.4cm。調整は口縁部内外

面ロクロナデ、内面ナデ、底部外面は糸切り。
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3. 溝と出土遺物

当調査区で中央付近に2条検出し

た。狭溢な調査区に直交しているた

めその全容がつかめず性格は不詳。

しかしSD006についてはその規模か

ら考えて集落をめぐる溝である可能

性がある。

SD601 i髯 (Fig.137) 

Fig. 136 

G・F-2・3グリッドに所在する。検出全

長8m程度、幅6.6m、深さ0.65mを測る。底

面は緩やかな起伏があるものの概ね平坦、壁

は緩やかに立ち上がる。

埋土は4屠に識別できる。堆積の状況から

判断すると 2~3条の規模の小 さい溝が切り

あっているものと考える。埋土は褐色土系の

砂質土を基調としている。出士遺物は埋士中

から土師器片を少最検出した。

SD601溝出土遺物 (Fig.138) 

3点共流れ込みによるものと考える。この

溝の所属する時期は中世末～近世と考えるが、

図化できる遺物は検出しなかった。 325は弥

生土器の壷。口径16cm、残存器喬5.7cm。

口縁部は大きく外反し、主たる調整はヨコナ

三 9 5

こ 24

゜
10cm 

323 

SE603井戸出土逍物実測図 (S= 1/4) 

「一 己魯
琴ヘ丁- —グ

4 
1層 ：淡褐色砂層
2層 ：淡褐色砂層 （租い砂）
3層：淡青灰色砂質土 （細い砂）0
4層：褐色砂層

Fig. 137 

4m 

SD601溝実測図
(S = 1/200 • 1/60) 

デ。326も盗。残存器高5.2cm。口縁部外面に指頭圧痕が観察できる。327は甕か。残存器

高4cm。口唇部外面には剌突文が配されている。色調は淡褐色を基調としている。

ーロ
゜
ロデ10cm 

Fig. 138 SD601溝出土遺物実測図 (S= 1/4) 
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X. 小 結

友貞遺跡の埋蔵文化財発掘調査は、昭和40年代に応急的・部分的なものが行なわれたにすぎ

ず （佐賀市史 第1巻）、本格的な調査は今回が初めてのものであった。この調査の結果、弥生

時代・古培時代 ・中世の遺物 ・遺構を検出した。これらの成果の中から特徴的なものを抽出し

以下に記す。

1.遺跡の占地状況

Fig. 140は既存水路、土地利用状況、検出主要水路 （溝）

考に各時代の遺跡占地状況を見てみたい。

弥生時代 ・古墳時代

を表したものである。これを参

挿図中央上半にある 5区にのみ検出 した。この部分は南接する友貞集落に繋がる水田からの

比裔約lmの低丘陵にあたる。この部分と北方約100mにある友貞集落の中心部との間は、水

田となっているが、元来低丘陵が延びていたものを地下げし現況水田となったものと推定で

きる。その証左としては、この部分は谷地形ではなく挿図上端の6区でしつかりとした基盤層

や遣構を検出 している。

弥生時代の所産としては、

掘立柱建物を 10棟検出した。

これらの建物はすべて同時期

に存在したものではなく 、若

干の重複関係を有し5区北半

部に渠中する。これらの遺構

の他には土城を数基検出した

のみで、竪穴住居は検出して

いない。他地区の調査例では

掘立柱建物に近接して竪穴住

居が営まれているので、同地

区の弥生期の集落の中心部は

南接する集落内に存在してい

るものと考えられる。

古墳時代の検出遺構は井戸・

土城のみであり、 これも弥生
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Fig. 140 調査地区配置図並びに周辺見取図 (S=1/300) 
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時代同様菓落の中心は調査区南部の集落内と思われる。

鎌倉時代 ・室町時代

挿図にある主要溝は同時代のものである。現況水路と検出溝の相関関係を検討するためにこ

の挿図を作成してみた。しかしながら、水路計画予定地が発掘調査区の大半であり狭陰な調

査区となったため全体的な概要は把握できなかった。ただ、溝の検出位置・方向性を考える

と、 1• 2 • 3区と4・5区の間に空間部分が認められる。時期差は大差ないものであるが、方

形区画溝のグループがあるものと考える。また、既存水路と検出溝との関係であるが1• 2 • 

3区では、俯廠するとその有機的な関係が認められなくもないが、今回の調査結果からはその

関係を証する積極的な資料は得られなかった。ただ、 4区においては西側に接する南北方向の

直線的な水路は新しいものとしても、それ以外の水路は当時の区画溝が残存しているのでは

という印象を受ける。ちなみにこの地点は、地元呼称「中島」である。平成5年度発掘調査地

点は地元呼称「土生島」といい、ここは神代氏の砦跡であったことを考え合わせるとこの地

点も土生島と有機的な繋がりをもつ居館であった可能性が高い。「何々島」という名称は、統

計的な意味での分母の少なさの問題はあるが、広範囲にわたる水田中の高畑部分を指し、そ

こが中世の館跡である場合が多いのかもしれない。

2.周溝状遺構について

この種の遺構については、すでに多数の研究者によってその性格について論ぜられていると

ころであるが、いまだ確定できる資料が得られていない。この章でも確定する資料は提示で

きないが、その作業の一助にでもなればと思い、現在までに判明したことを佐賀市域に限定

し、以下に述べてみる。

遺構の性格等の位置付けの変遷

佐賀市域でこの種の遺構を検出したのは、昭和63年度に発掘調査を実施した立野遺跡であ

った。この遺構は「周溝状遺構」 ・「周溝遺構」・「円形周溝」・「方形周溝」・「溝」等と呼称さ

れていたが、我々は「周溝状遺構」を選択した。その性格については、当初 「祭祀遺構であ

り、集落を見渡せる地点に位置する」としていた。その後、「祭祀の性格」は変わらないもの

の、「集落を見渡せる地点に位置する」との位置付けは撤回せざるをえない調査結果が数多く

得られた。現在では弥生中期～後期にかけての掘立柱建物群等より「わずかに」先行し、そ

れら遺構群とi畢然として存在するという調査結果を得ている。以下に佐賀市域における調査

例を提示し、現在の位置付けの確認をしてみたい。
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佐賀市域における調査例

法 呈 (m) 時期決定
遺跡名 形状 名称

の根拠
時期 備 考

周溝外径 幅 深さ

2.9~ 0.3~ 0.2 弥生土器
後 期円形 SXOOl 

0.4 --0. 27 検出3.05 

1. 
隅丸 0.4~ 0.2 弥生土器

立野
方形
SX002 4.85~ 

0. 7 ~0.27 細片検出
後期か？ 西側周溝被削平

遺跡

楕円形
3.2~ 0.3~ 0.08 弥生土器

？ SX003 
3.8 0.54 ~1.0 細片検出

楕円 0.3~ 0.18 弥生土器 中期末～
遺構の西半部は調査

形？
SR002 3.25~ 

0.4 ~0.23 検出 後期前半
区外長軸2.3・短軸

2. 1.0・深さ0.08~0.18

南宿

遺跡
楕円
SR003 5.35~ 

0.3~ 0.02 弥生土器
後期前半

遺構の西半部は調査

形？ 0.4 ~0.15 検出 区外

掘立柱建 SB079掘立柱建物に

隅丸
SR045 

4.40~ 0.8~ 0.3 物群との 後 期 切られている。

方形？ 4.44 1. 2 ~0.4 切り合い 前半か？ 建物群の年代を後期

関 係 前半としている。

隅丸 4.66~ 0.8~ 0.3 弥生土器
後期前半 丹塗り高杯等検出。

方形
SR046 

5.24 1. 20 ~0.4 細片検出3. 

村徳永

遺跡

F地区 楕円 0.10 弥生土器
遺構の南西半部は調

形？
SR047 3.80~ 0.3 

検出
後期前半 査区外。丹塗り高杯・

~0.15 
甕 ・土製等検出。

SR065 3.48~ 0.64 
0.4 ~ 

~0.5 
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法 蘊 （m) 時期決定
遺跡名 形状 名称

の根拠
時期 備 考

周溝外径 幅 深さ

隅丸 0.4 
065と 3基ともほぽ同時期の

SR066 3.90~ 0.80 066 後期前半 所産と判断されてい
方形？ ~0.5 の結合

部分で る。

弥生
土器を

SR067 3.20~ 
0.8~ 0.36 検出

0.9 ~0.40 

円形？ SR113 4.0以上
0.6 弥生土器

後期前半1. 2 
検出~0. 7 

隅丸 3.9~ 0.3~ 0.35 弥生土器
周溝内部に12基の小

SR027 後期前半 穴が所在するが当遣
方形？ 4.35 0.4 ~0.4 検 出

構との関係は不明

円形 SR150 5.35~ 
0.3~ 0.02 弥生土器

後期前半
造構の西半部は調査

0.4 ~0. 15 検出 区外

円形？ SR152 
0.6~ 

0.08 
弥生土器
後期か SB192 • 160より古4.4~ 

細片検出0.8 

4. 

村徳永
不定形 SR153 

4.4以上～ 0.4~ 弥生土器
後 期 東端部削平

遺跡 6.0 0.5 
0.08 
検出

J地区

甕形？ SR154 
5. 7以上（長軸）0.4~ 弥生土器

後期か
SB221と切り合い関

3.6 （短軸）
0.15 
細片検出 係あり0.5 

円形 SR155 
0.4~ 0. 1 弥生土器

後期か SR156を切る3.2 
細片検出0.6 ~0.2 

円形 SR156 4.2 
0.4~ 0. 1 弥生土器

後期か
0.6 ~0.2 細片検出
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法 溢 (m)
時期決定

遺跡名 形状 名称
の根拠
時期 備 考

周溝外径 幅 深さ

円形？ 4.9前後
0.4~ 0.2~ 弥生土器

中期末かSROll 
0.6 0.4 片検出

0.4~ 0.2~ 弥生士器
SR013との切り合い

円形 SR012 4. 7前後
0.8 0.3 片検出

後 期 はなく元来連結して

いた可能性あり

円形 4.5前後
0.4~ 0.2~ 弥生土器

後 期
SBlOl古

SR013 
0.8 0.3 片検出 SK018より新

円形 4.0程度か 0.8 
0.2~ 弥生土器

後期後半
SBll 1 • SD002 • P81 

SR014 
片検出 に切られている0.3 

5. 

村徳永 隅丸三
6.0前後（長軸）

0.5~ 
0.2 
弥生土器

後期後半 壺は丹塗り
遺跡 角形？

SR037 
0.6 片検出

L地区

隅丸 5. 7（長軸） 0.8~ 〇.2 ~ 弥生土器
後期後半

SK059 • SD064に切

長方形
SR051 
4.0（短軸） 1.0 0.3 片検出 られる

隅丸 5.2（長軸） 1.0~ 0.4~ 弥生士器
後期後半

長方形
SR052 
3.4（短軸） 片検出1.1 0.5 

円形 SR053 
4. 1程度（長軸） 0.6~ 0.2~ 弥生土器

後期後半 SB114に切られる
4.3 （短軸） 0.9 0.3 片検出

円形か SR056 
2.5（長軸） 0.5~ 0.2~ 弥生土器 SH076 • SH058に切

2.2（短軸） 0. 7 0.3 細片検出 られている
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以上の表のとおり、現在佐賀市域で検出した周溝状遺構は28基に及んでいる。これで言え

ることは、1．概ね弥生時代中期後半～後期の所産であるということ。2．いわゆる円形周溝墓と

は違うものと思料されること。3．丹塗り土器も溝内から検出され、何らかの祭祀行為があった

ことも想定できること。 4．溝土層の観察から、自然堆積の状況が観察され、この遺構を活用し

たときには、溝は埋まっていなかったこと。等がある。

これは佐賀市域という限定された調査域での検討である。この種の遺構は他地域でも数多く

検出されている。今後は佐賀市域の資料をさらに収媒していきながら、他地域のそれとの関

連の考察もしていしたい。諸兄のご指摘 ・ご指導を乞うていきたいと考えている。
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